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l lll"'l敵育委員会では､熊本県l｣|鹿'2木､li務所(現:熊本IIU毘本地域振りIMM土木部)の委

託を受け､県道和仁lll鹿線道路拡|幅工事に伴う埋蔵文化財発側l1調査を実施いたしました。

今''1|報告する梅迫遺跡の発掘調査は､､|え成10年度に実施され､縄文時代後1りlと弥生時代

巾期､歴史時代の遺物が多く,' l1,｣Lました｡なかでも､繩文時代の動物形土製II I I I Iは､九州内

でも|#l1の少ない貴重な資料であり、多くの成果がありました。

この､服f!T書が､埋蔵文化財の保護に対する認識と理解を深め､さらには学ili i l1ﾙ究の進展

に少しでも役立つならば幸i姓です。

なお､本調査を実施するにあたり、文化111保灌に理解を噸き多大なご協ﾉﾉを賜りました

熊本ﾘIWE本地域振りi! )i jならびに関係各位､そしてご指導ご助言を頂きました,満先生方に

深く感,柳|}|'し上げます。

平成16年3月31日

山鹿市教育委員会

教 育 長 田 中 宏

序 文
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*!'トは平成10ff (1998年)12月から､|え成11年(1999ｲ|z)311に'だ施した､熊本Uil1ll腱市人'ﾅﾘﾙkにﾉﾘ『在する

椛迫遺跡の発I||!洲介報告書である。

, 1,'il frは､県道叩lli :lll脱線道路拡ll11,1 [ 'liに伴う緊急発州||!洲介として熊本ﾘ,!lll肥土木事務)ﾘ↑(呪:熊本県鹿

本地域振興|,j l2*i'fl;)の依躯を受けて'jさ施した。

幣III!作業は､平成11年4月～1211にi｣葛った。

幣III!作業は|_|IW!li,'l', |を文化財管III!センターで行った。

,i,'il fflX:のグリッド1没定は(株)ダイチプランに委託した。

光Mlli洲査での世|;,'''i 'j"!lllは､山'二| |"li'il11､茨木浩二､祭父降,＆が主に行い､一(|;､締方淳一､,'i&||'ji i!t代f､l l ll1l;i

紺''一､松本尚子もi｣贄った｡また､杜'/<僻の実測については､(ｲI)遺跡終Ⅲi,ill'l 'iに委託した｡辿榊'jj真撮影

は1 1_1口が行った｡航"腱写真はﾉL州航ﾉ将(株)に委託した。

辿物は､土器をllll lのほか､|川小夜「-､城雌r-､!|-II｣|ﾐﾉL(f､小原米実､'州l l)i(子で､石器はllll lが'jさ洲し、

'j j f典搬影はすべてll l l lが行った。

イil;ｲ鑑定はlli家修先'1皇(山鹿'|j文化11l脈i護委員地T'('､j:: )のお|lt話になった。

炭化繩子鑑定は㈱エーティック | ﾉ ﾘ ' ' 水支店に姿 , i [ した。

lxi ' fの執筆､利,, i雌はl l l l _1が行った。

,'l',  |2遺物はI I IME,li,'l',上文化財補j:II!センターで保符している。

* ! ' }で川いたII '5唆は|ﾘW高であり、//1'!/ iは真北で示している。

l'nlxlの遺物のi,'i)<は|器が基本的に1/3で､石器は1/2に統一したが､進物の大小で典なるものもある

l , x I 版に掲載している過物の縮尺は統＝していない。
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第 1 章 調 査 の 過 程
輔 1 節 調 査 に 至 る 経 緯

I IIME!lilﾉ18校区うちの一つである、'li北IIV(liの､'た小城校

Ⅸ|ﾉ1に梅迫遺跡はﾉﾘ1･ llfする。この平小城校Ⅸにはl ll)jif'|j｢|'

心緋jから三力Ⅱｲllllll-へ希§る｢ﾘ,↓道ｲll仁lll脱線｣が'li↑線として

辿っている。この逆路は父迪還やバス賂線であるにもかか

わらず道ll'同が狭いため､地ﾉdi捉から辿賂の拡ll',',iが典望さ

れていた。

近年になってようやく[ 'lifil･luliが具体化して､jil!11髄文化

!!ｲｲ丁雌の照会が1l話われた｡熊本Iil教行委ji公の過跡地1頁|と

の照合の糸,' i采、予定地がﾙ脈II進跡の周辺i, i l ;であったため、

I,↓の文化課により､|え成9ｲ|:.u､ ,iA抑訓在が行われた｡,iJWl11で

は､繩文時代と弥ﾉ|i及びIIr代の遺物が多岐に,'li,  |甚し､遺枇

としてピッ|､も検IIl',された｡II↓文化課は協I識を↑｣倉ったが、

上木1f務所は[_報の!没!i1･ |見､!汁l山iの変史はできないという

ことであったため､ﾘ,↓文化,糾は記録保ｲjfのための発川||洲査

をする必要がある胃を仏えた。しかし、､11 11､↑のり,!文化,州は

| '1MxIM1係の発IIII!ﾘ111fii･幣III!作業が立てこんでおり､1洲介は

､|え成11年度以降でしかi｣えないという>|ﾉ〈況であったため、

それに従い上水''1務川『も上'IRf [を次f『､度以降にlう定す

ることになりつつあった｡ところが､｢どうしても今ｲ|疫内

ｲ'↑［を｣との地元からの強い嬰望を受けたため､1洲代だけ

でも'lY救育姿此会のﾉﾉ．で対応できないかということにな

り､lll肌11『とI|敵委､I!IMKII芯務所のl,'llでIII三,i,Wし合われ

た｡結采､今|両Iは災|#llながらll l鹿｢h教育委山会が苑＃II 3I I i l査

を|1 1 ''1することになった。

第2節調査の糸ll"(､|え成11fF121 1当||､};)

調査主体 I I I I E I | ｢ 数行委員会

調査責任者1-|' l%鼎ｿ『脱(1 1 1lj:[117孜育長）

発掘総括 木l見､|さ・郎(文化課歴）

調査事務 寓本栄次郎(I I I IE'| i建設課川地対策宅握)､狩

岬￥智子(111)j!E'lifui",M( i乞任)､渕上秀IIH (IIIIE'li出没課

if |lf)､木村1:' i ! I I I j (文化抑腿代即)、八木川lll)&(|1'j物航上

代)､J|:上欣山(文化!抑i晶任i2事）

調査指導 隈ll/{]&< (1 1IIE ,1i ,)博物航航腔)、'|1村幸史郎

(IIIW'li立|[ﾘ物館,',illii'i k )

調査員l l l l l l i l l i ' i l l l ( I | | ﾘ市孜行委員公文化,洲i i * l f )

発 掘作業員 森 I | i 降 ､ 淡水 i i ' i 二 ､ 井 l l 久 代 ､ W ﾉ k カシ子、

締〃淳一､拠村T慨j'一､坂ｲN光､菊川|雌太､取水’11)2 j '、トー

lll)ﾐ忠､,|;!)|崎貴代子､杉本ﾙ･)r-,,1.j橘道昭､蜑父降志､｣莱水

政淌､'I'1iil l lスミ子､'|!足サツキ､i'l'|ﾊl久美r､'|'村ｲドr､谷

｜||みどり､助l凉之肋､MII比沙r･､柵本洋子､松1世他岐､松ﾉk

エツr･､松永忠肋､松本尚r･､丸ll lアキヨ､村|:f , ,1､森恭

lli､l ll'l'"l r､古lllljルー､幟r･ユイ子

整理作業補助 伽Ⅱl' ' l i ifi( l l lﾘ ' |敵向委員会IM!i[)

整理作業員木庭峻I ' ､ i l ,MW, l t子､|｣ |代ｲ l l ,と､森本タツ

r･､r',:杉敬子､平尾トシr､､城雌r･､|川小夜子､'l'll1  :_｡IJ(

r･､小Ij(末'喪､宮HI京-f･､lll1 l)を智f､森みつよ､水li( 1!(

｣:II!､拠村T慨子､堀京之川ﾉ､｣j,'l{比沙r-､l l llll舟紺子､|};,)ll'ii l' i代

r･､',|ﾉIIIAi ,'iif子､堤竹千代、

調査助言･協力者 熊木！!!lllリビ|證水|1l務所･( )'111､↑)､IM｡、

|;､l'1'di f'左､,l.li木llf文､三木ますみ(熊木県教育委曲公)､服

｜||川洋(別府大学)、''1村修身(北九州TI｢文化獅莱|､11)､lノリ

他一郎(ﾉし州大学)､割ll紘一(熊本,|j教育委員会)、､f,|え

lll (I I IW'li文化財保誰委幽以|､̅|! il)､松木敬滴､児|拠りく、

lli家修､枇丁人八､桑1爪窓'杉､lll l､仰孝､立I I IMif !'i､i'ill ll久

他､地ﾉClX:災ほかl,'il辺仇lt (IIII!ｲ《|'il､敬称lll# )

第 2 章 位 置 と 環 境
第 1 節 追 跡 の 名 称
〃I辿辿IIWは､熊本lill l1ME 'li人'r:城字松ノ水脈に1ﾘi- {|;す

る｡本来､辿跡の椚称は小'j':名が仙われるのが迪|#l1である

が､以卜のIII!l l lで椛迪遺跡と称することにする。つは､､11

1洲代地は､以I)liから遺跡地|､xI群で知られていた｢|:"辿辿跡」

が続いていると考えられたためである｡二つ|｜は､松ノ水

li( iul'!jという遺跡が別にあり、しかも当遺跡とt'i: |:h!l i雌が

lill"l､地形的に|,1&h!〃である'ﾘ能↑'|;が低いためである｡紛

らわしいがご｣ ' / l k l細いたい。

節2節辿跡の立地する地形(第1 ･21XI参照）
IIIME'|jはⅡI鰊外怖llll川北部を水源としてｲl̅|ﾘl海に派ぐ

燗池川の'|'流域に1姉'',L､火|叫腿さ約16キロにわたる蛸脱

抽地の|几i部にあたる。Ili lﾉ､lは|; ' ' l鰊,ﾉ〈li lL流堆枝後､i' i l川に催

食され形成された､いくつかの台地が周辺を取りljl1む｡､11

週跡は' l iの北|ﾅV部の､|え小城台地|zに｣1地する。

、|え小城台地は､菊地川の支流のWM1f川に沿って|､卜j北に股

く延びており、'|!央部のくびれを晩に北側と|州1 1||に分ける

ことができる｡北側の台地に､'1 ju1'1川は立地する。

＝|上11 11lの台地は､北東から|fi l川に災くi' l'びており､塊状で
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梅 迫 遺 跡

北 原 遺 跡

松 ノ 木 原 遺 跡

西 付 城 跡

城 村 城 跡

原 口 遺 跡

大 原 遺 跡

城 下 原 遺 跡

東 付 城 跡

鬼天神古墳
馬 塚 古 墳

西 福 寺 古 墳 群

オ ブ サ ン 古 墳

チ ブ サ ン 古 墳

西 原 遺 跡

川 辺 小 学 校 校 庭 遺 跡

八 幡 林 遺 跡

東 蝸 田 遺 跡

五 社 宮 石 蓋 士 曠 蟇

蝸 田 横 穴 群

竜 宮 石 棺 群

原 ノ 山 遺 跡

牛 草 遺 跡

金 屋 塚 古 墳

臼 塚 古 墳

弁 慶 ヶ 穴 古 墳

南 島 遺 跡

内 曲 遺 跡

笠 仏 遺 跡

桜 町 遺 跡

中 村 廃 寺

長 沖 遺 跡
蒲 生 上 の 原 遺 跡

方 保 田 東 原 遺 跡

第 1 図 山 鹿 市 内 主 要 遺 跡 分 布 図

も刺!! ' |は急な崖而､1 +i仙|も勾門dのある坂である。この雌l､

には､燗池川の支流であるWﾘifi l lが北から南へ流れてお

り､流域は広大な水llIが広がる｡この水[llihiから､世h!jのあ

る台地までの比,1!li差は約27mを11 111る。

｣JJ {f､台地の東側は約70 11t'|||;からなる｢城｣という婚‘杵が

あり､川から離れた台地 | ﾉ ﾘ ､ f分はほとんどが畑地となって

いる｡雌近は､ビニールハウスでのスイカ栽培が盛んに↑｣：

われているが､養蚕が鴨んだった戦後|ﾊlもない皿までは、

ほとんどが莱州|であった。

当遺跡の水衝洲の|川越については､川と|､l近のiｿ)水地の

言辿りが考えられる｡台地|､ではあるが､聯ﾘi;川まではll' l j

M I I i雌にして約6( )Om剛れており､現在もｲ l l 111されている

城災蒋|ﾉ1にある｢｝|:「･｣まではl'1IMWI1肌にして約40()mのと

こ ろ に あ る ．

第 3 節 歴 史 的 環 境

IIIM市は｣|稲に文化1Hが盟富なところである｡特に､'l i

" l t I ﾉﾘ部にあたる､|え小城(ひらおぎ)地区はチブサン, l i ｣1 ' iに
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代表されるような装飾古墳をはじめ､拙文時代から巾luま

で絶え |川なく数多くの文化財が存在する。

柿迫遺l'i川,'rl辺部であるl11庇巾北四部を'|'心に市内の遺

跡を時代ごとに概観してみる。

|日石器時代

このⅡｷ代の遺跡は､市|ﾉ1は非常に少ない｡侭沖遺ﾙﾄで黒

l l俶臼のマイクロコアが1点､柿 ′ l i l < l i (遺跡で安l l l l ,卜製のT i

棺と黒曜T̅i製のIIIY i刃､マイクロコアが出kしている｡今

後の調査で ､発見が望まれるところである。

縄 文 時 代

前期､中期の遺跡が極端に少ない｡現在散ｲ|i地以外の周

知している遺跡は ､ 早期と後期及び晩期ごろの計 7遺跡が

ある。

繩文時代の遺跡は､ ' | j北西部の柵l - | - |台地や平小城台地、

第2図梅迫遺跡周辺地形図及び周辺遺跡分布図

さらに,占々l1皮台地_上に集｢|-!している。

まず ､ 早 期の花な遺跡としては ､ 東 鍋田遺跡 ､ 原 ノ山遺

跡､城卜．原遺跡､良i'l'道跡そして捕生'三の原遺跡でIz器片

が,L11,土している｡前者4遺跡は調査而磧が狭いため､多くを

知ることはできないが､苅生_上の原遺跡では|リ筒形条痕文

土器のぽかり1↓|､では初めての帯状施文の抑型文Iz器が,'l'1

-|こしている。

繩文lIｷ代後期以降なると､遺跡の数比鮫的多くなり､遺

物の量も増える｡主な遺跡は､束鍋H-|遺跡､牛草遺跡､城下

原遺跡で､四､|え式､太郎迫式､御領式の-|器のほか､1･l製石

斧やfi伽なども, ' l 1 , | Lている｡遺物の量に反して､検 I I r l l !さ

れた遺幟はわずかで､'|草遺跡で御領式期の2基の住居跡

が検,'l' ,されたのみである｡このほか成竹遺跡から北久根lll

式 - '三器と蛇頭形-k製 i l i f ,が表採されている。このほか怖迫遺

跡のl , ' r l辺には原「|遺跡､北原遺跡､大原遺跡が散布地とし

てfl lられている。
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｜塊!！1の進跡は､Ⅱ〔洲l liui'卯､|ﾉⅧj(辿跡､lj(ノllljUMi､城|、

脈遺跡があり、四lj(辿跡と城|､､脈進跡からはlll!f!6",'li,  |きし

ている。

弥 生 時 代

弥生||､f代の遺跡としては､後!！'の雌1iff h1jiが'|1心で､lii!UI、

II1!UIの進跡は少ない｡これは1 1,' i l査数も|腱l係していると思わ

れるが､lii期から11'期の雌落はほとんどｲﾐ|ﾘ|である。､1111,1;

1ﾘlの様ｲ:||を知るrがかりとなるのは､誰l|:i雌やイiI'i唯など

の墓地からだけである。

ilj東部には航ﾉlil､̅"('|'l6 1く脈)進跡､'lilfjiiliには|ﾉ11111iu

跡､1判,島遺跡､笠仏遺跡などI|'ﾘﾘl後､卜が'|'心の剴帥|:i堆腓が

ある｡なかでもiII制21､原迪跡では､jil!UIｲ<から'|1!91後､|〈に

かけての斐柑雌が約100 j I L IW I i gされており、この地ﾉ jでは

かなり大規棋な到腓I:i墓岼として知られている。

柳迫遺跡l ,'1辺では松ノ木脈辿跡が誰l1'i唯としてｸ〈llられ

ている｡||研'142年農道［‘|；'|'に発兄され､､11 11､|｢のl l lljE,1.1校

考古学部により,1IIj崎された｡ 'l!!ﾘl後､IAごろの5 )ILの通航が

I!l'!土した｡そのほか地ﾉ心の方の,i!ﾘによれば､以liilから1 1'1辺

の州 lなどで多 i , tの k器片が , ' l 1 , l : していたということであ

る。このほか､この辿跡からややI卜iの#Nlll台地'2には火#IM

IH遺跡から帖状片〃石斧が,'li! |Lており、'|'!！l'|'雌の人ﾉⅡ

の喪桁も険,'l',されている。これ以外には､川辺小'7校校庭

遺跡､八111冊林過跡､五IMｨi雑|城堆､,､世IIJ I'ｲi IWrfで＃1"|'iを

はじめとする'|!!91'|'雌から後雌にかけての辿物が,'l',  |:L

ている。

後1ﾘlに入ると､ようやくﾉﾉ脈l l l j J i (辿跡や; ' , | i ﾉ l i l2のl〃(辿

跡など集落l''ji'がli倫胤される。とくに､力保lll収Ij(辿跡は後

期からTIT｣1iillf代I)il!UIにかけての人M川蝋な雄勝辿跡で､菊池

川'l-1流域における拠点的な雌將として注||される。

古 墳 時 代

「'一『間I､↑代の喋蒋｣11：などは,洲介|#11がないため､ii,「しいこと

は述べられないが､後1U lを ' ' '心とした l l ｢脳 ､検ｼ ' <唯は大変

に多く、特に装飾のある,{｢埴､樅穴堆の多さは企l '11III脂の

規棋である ｡

悔迫遺跡A1辺にはチブサン,li埴､オブサン! 1 ,･jlii､｣'舟塚,li

墳のほか鬼天神II｢埴､馬塚伸i ,'｢ji'i,|ﾉ鼎,i,If !l1･ji'ilrl:がｸ《llられ

ている。さらに､ ' i辿跡が立地する台地の雌 l i ' i には城枇穴胖

とi , 1 -城枇穴群があって､その数はl i崎思されているものだけ

を合ｵ〕せても､146 j,l§という|11当な数に｜る。

このほか ' ﾙ ﾘ 池川支流のW野川流域には総激6 , 難からな

る洲||樅ｿ,<腓が､1 ' ili'iでは#,{Ill 1 1II(!'iji'i､金屋塚-I1T埴､'三l塚1l1

埴､「|塚IIW!I｢｣11iがｲIとする。｜をI氾のlll埴で伽ﾉﾉ後｢I]埴はチブ

サン, l i j i ' iだけで､それ以外は| '1埴である。

古 代 ～ 中 世

仲令ili l l政治以降のlll庇の様ｲllは､文献､考古ともに資料

が少なく、あまりはっきりとは分かっていない ｡文献では

｢筑後l '11JII Iz,氾｣や｢!l.i1 1 1,1『本*ll i'!瓶聚抄｣(祁名抄)のわず

か敗けの!氾述だけである｡ｲllf',抄から考えると、この遺跡

1,'1辺は｢lll庇郡締絲郷｣に比定される｡考TIT衡料でも､調査

|# l lが少ないため多くをj < l lることはできない｡弧忠器やk帥

器の,'l', l･.はわずかながらあるものの､それに伴う住居跡な

どの辿榊の検,'l',llil1はない｡､'1迪跡近辺では､東釧川遺跡か

らｲ|jl l｣､L11･が数ﾉ､I､(III1, |LているWしかない｡やや東へ|_1を

lnlけると､IIIW!lilﾉ､11|'心,､祁|､l近で､'|i l丸凡やｲiill凡かなり

,'l', |きし｣僻心礎が｣児ｲI〈している'|'村1捲寺(平安時代後期)や、

ｲljll｣､LのI'l1, |地のlllM酬j術惟定地である桜III]遺跡が知ら

れている。

’ | ' | | | :に入ると､知られている道h !〃は城跡である｡主に小

|||のllllnに築かれることが多く、'lilﾉ1における｢|-' llt城の数

は18に述する｡'|' lll:の城やllf宗､典両什t宗､禅宗などの諸寺

胱は嫌なｲ〈～|ﾄj北'|ﾘ|初!！'に・庁に雄立されており､!|! lltで

もこのll,WUlが人きな変!III( ! U Iであったことが恕定される。

さらに､||､↑代が|､̅って戦i 'illlf代木に｢llu後|王1衆一投｣が起

こり､lluifl lil if佐々成lliとllu後の|]il衆が戦った｡その戦い

の1 ,&後の脈台となった城村城のほか､佐々氏の, ' l ' ,城である

|ﾉﾘ1,1城､刺､l城が､!1遺跡|!'il辺にｲ〃lfする。

第 3 章 調 査 の 概 要
第1節 j ! i l代の方･法

/71! !|0) !1,'il代Ⅸは､|1!4辿に沿った長さ約90m､ll1冊約5mの

梛分である｡剛'il frl><はl'1 IJ""!lilllに沿って､5mWW方のグ

リッドを,拙定し､" |上からA、B、C､…と､東から1，2，3、

…と名づけた。この, ' i火､1 1 i ' i l ff l XはF-9からW-4まで

となった｡(" 3 1､xI)

よ | までは I n機で利ぎ ､それより｜ ､解については人力で

川I|り｜､̅げた｡'j"!!l1は､1王板実測を1/100､誕梢は1/10､埋愛を

1/5,その他辿椛をJII§水的に1 /20の縮尺で行った。
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地表から地| | |までの深さは1 .3～1 . 6mで､その|川に i2に

繩文時代後!Ul～|晩!！'､弥生||f代'|!!II､歴史時代の進物が,'li,

kし､2つのl l ' l iから遺構が検, ' l ' ,された。

第 2節 l ' i I 1 序

今阿の,洲介でI屑、Ⅱl' i4､l l l l i jｲ､M割a，l))、V 1' i41，VIE

までのl'i ! j序を陥鰡した。しかし､j!i lfrlえによって多少jii !1序

が異なり、li l i f !淵されない| J ' i i jもある｡調杏ⅨG～MIJ<まで

はⅣ～VI IIi'iがlin認されず､111 l'i'1とVII胴の|AlにⅥl l'iｲの上が混

ざったカクランl'i#が入る。NI><～V区までの幣然とした堆

枝状況から芳えると、G～M I Xの l l l 地形は現ｲ l {よりもかな

り標高が,l.liかつたのだが､II｢代上I!に大規棋な造成などで削

られ､このような地形になったのではなかろうか ｡また ､岐

近の緋作 (ゴボウを栽培していたと地元性氏から |凸 lく）の

影響も受けているのであろう。j IL水的な土屑の! i､締|| |は以下

のとおりである。

I層 ( 0～30c I ' ' ) 表 | 2

Ⅱ層(30～55cI,' ) 客土

Ⅲ層(55～95cHI ) 黒色|JIIwi (Hue7.5YR1.7/1)しまりがな

く、粘|‘ﾉ|§はあまりない《,祁分的に焼土粒を含む｡繩又時

代からII｢代にかけての|器､イi器が出土する。

Ⅳ層(95～150c'' ) 暗褐色｣:l'i'i (Hue7.5YR3/3)しまりは

あまりなく、粘性はない｡火lll1火l'i!#･繩文II､↑代から弥唯

ll寺代の辿物を包含する。アカホヤの二次MM'i )'i|1と考

えられる。やや|暗い色洲のI JIi'jを上l稗として分I御し

た。

V層(150～157cn, ) 賭褐色側'i'1I (HuelOYR3/4)しまりが

あり、＃,'i'|'|;がない｡遺物は,'l', lxしない。

Ⅵ層(157～165c,,, ) 黒褐色IJIi|i (HuelOYR2/2)しまって

いてli'rlく、粘'I'|;がない｡全休に''1い粒f-を含む｡辿物は

無い。

Ⅶ層( 165cI'1～)  jif褐色1<,'i l J'i'i (HuelOYR5/8)しまり､粘

性､共にある。

試掘の糸,'i采から､遺構伽認ImはⅣ1弾|面とV I'iI# IzI(liの2

I ( I iにあることが分かっていたが､ IV層と遺榊のl l l ! | :が l l帖似

しており、IVM Miでの柚,'l'!は|ｲ《|雌を価めた｡微妙なtの

速いからようやく古代の遺椛をliW,igしたが､それ以|､̅の弥

ﾉ '4時代､繩文||､↑代の遺構はほとんど検出できなかった。ま

た､V屑上liliでlif ,igできた道|:II!fは､ほとんどがピットや土

坑である ｡

第 4 章 調 査 の 成 果
輔 1 節 縄 文 時 代

／>|''|の｢洲杳では､繩文llｷ代後期､特にf〃川式から棚l仙

式の|器が多く,III! |Zしたが､それに1､卜う辿榊はほとんどliW

,撤できなかった｡わずかではあるが､､'111､↑代の遣榊と､'1 llil｢

できるものを挙げることにする。

1 遺 構

(1 )土坑･ピット群(第4～5図）

輔4～51叉Iのとおり、ここで紹介する’二坑・ピッ|､|肺は、

ifにVI1#及びⅥ叩i 1:li l iで検II IIIされたものである。ピッ|､liド

については1121i !抑呼の挫物の林穴である'り．能性が考えら

れるのであるが､それを､ I ' l l 断できるような脱! ! l l的に､ i L S :

ピ､ソ|､は見あたらなかった｡調杏|><の111l , iがわずか5 mi '1"

と狭いので､調杏|><が広がると〃』!I I I I '〃な､ifびのあるピット

がliW,淵されるII1能'I'|iは,','liい・卜坑については､R-51><､Q

- 51X､Q-6IX:に一|| '「あって、さらに、K-7区､K-8

Ⅸにもう一群柚 , ' l ' , された ｡ただし ､ほとんどの土坑で進物

の,'l', lzが無いので､繩文|器などをi'l', |Lた|竜坑について

のみ!氾述する。

ア T-5 P i t l  W ) ' i ｲで検I I I I !した｡プランはほぼ｢1I形で､if

は32cmで深さは12cI11を測る｡j i l !土から､削れたものを命

めて､20点ほどの炭化したブナ科コナラ鵬( FAGACEAE

Que1℃us)の仰｣'一が,'l',  |:した｡炭化I'町･は､川土のI|-'から

の,'l',  |ﾐであり、､ifくられたような状態ではなかった。

イ T-5 Pit2  11ilじくⅣ屑で検,'l'!した｡プランはほぼI11

形で､係は31cm､深さは1 0c1llであった｡ここからも炭化し

た抑r-が8点,'l1, |土､此↑卜して繩文後1ﾘ|の深鉢の庇＃|jが

IIII,  |:した。

( 2 ) 埋甕

川1灘は2基検, ' l ' ,された｡1牙は欠番である。

①2号埋甕(第6図､第8図1図版3､図版6）

2 } j -1111灘は1洲介ⅨG-9区で雌,栂された｡残念ながら

堪城が確認できなかったが､Ⅳ麻にⅢ I Iりこんでいたもの

と考えられる。|､̅灘はll縁部側が北ljりに約25度|上IIいた状

態で兇つかった。｜難、卜誕とも,'l', |Lたが､北東,邪がカ

クランに遭っていたため､上甕の残ｲIf >|ﾉ〈況は良好ではな

かった。

｜錐は浅鉢で､底部はl11m1部の境がIﾘl脈ではないが､､|'・

庇知|味である｡llﾙ永祁は山形突起をｲiし､|ﾉ1と外にそれ
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ぞ れ 1 条 の 沈 線 を 施 して い る ｡ 樅 力 向 の へ ラ

|僻きを施す。

｜､.難の深鉢は､ll斑部が検に広がり器高が低

い｡1IM部には界線を巡らし､底部は衿干上げ底

である。ほぼ眼ll'1:に､>1ち｜がるl1縁'冊には2

条の|111線がめぐる。外Imのj, i iW;には横方l i'lの

へラl艀き狼､庇|jから腹部にかけては縦方|Al

のへラl排き峡が!,』られる。|ﾉ州|+ llliは枇力̅ liilの

へラ|郷きを全|川に施している。

②3号埋甕(第7図､第8図2図版3）

3 ) ) l ' l !灘は洲介ⅨU-41Xで検! I I I 1された｡こ

ちらも堆峨は脈,泌できなかった｡弥生時代の

3〃･難航墓がすぐ北111||に隣桜していて､柚,'l',

した'ﾘW,断もほとんど|' ilじであったため､検i'l'1

当初は包含層の進物かと考えていたが､ル||り

進めていくうちにﾉc1 ' ' ﾉ世を IWめていたことが

分かった｡単I , iのl l l雛でほぼI I1" :した状態で

川1紬されたようである｡土爪の彩禅か､土器の

礁仔状況が非｣I粥に悠く、lllil部から｜､位は|xI化

できないほどに粉々に割れていた。

底部は厚く｜竜げ庇を呈している｡l12部には界

線を強, i l , I i lしたものか､jl l - |折,柵の’2位が突州;を

めぐらしているかのように膨らんでいる。 l 1

縁, l l l篇には2条のl l l l線が施されているが、l l , | ﾉ：

の |Ⅱ |線は非術に iWく、うっすらとしか兇えな

い ̅

2 遺 物

(1)土器(第9～14図 図版3,11～12）

今''1|のj1査では､繩文時代後19|から晩期の｜蔦

器がI'l'!  |冒した｡残念ながら、IzHI+|1｢は小さいた

め､器形を復兀できるのは非,墹に少ない｡本来な

らば､形式分類を↑｣笹うべきところであるが削愛

させていただき､今までの研究成眼を畑りに､ﾉ1リ

式ごとに分けて紹介することにとどめる。ごI′

承|軸いたい。

太郎迫式土器 （輔121､xI21～32,38,42～46)

深鉢が,'l',  |2した｡すべて小11-の｜器II｢しか,'l1,  |z

していないため､器形全体を知る汽料はなかつ

- 竺

～

50

67．200m

67，150m

、

- 、 一一 =一
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た｡文様については､W｣洗練文､州|ifi >|ﾉ〈文で榊成されてい

るものが,'i',土した｡朧り消し繩文が施されているものは枕

小片の 2点のみであった。

深鉢(21～32,38,42～46）29は沈線文とX'rf状沈線紋で|;,'''i

成されたﾊ i部と思われる｡30 , 32は l l l ' i l部が球形に|膨らむ深

鉢の肩部であろう。､'たij沈線文の|Alに州|･榊ﾉ〈文が施文され

ている｡31は､鎖部で逆｢く」の'i':状に折れllllがる｡ﾉ,i部に､|え

行沈線文と11, ' i 1 ,1粘12浮文､格f状の舟|l l線文が施されてい

る｡38は口縁部に2本の沈線がりlかれ、|､̅Ⅲ||の沈線の|､̅に

911点文が施される｡波状l1縁も,'l', |:した(44)｡l l絨部に2

本の平行沈線がひかれ､口縁の波のII MIjに刺突文が施され

ている。

三万田式土器(第10～121､Xi 13,17,19,33～37,39～41,47,49

～52） 深鉢と浅鉢が1III1 tした｡,'l'! lz数はそれほど多くな

い｡文様は､､|fi-r沈線文､淵ll線>1>l状文で榊成される。

深鉢(13,47,49～52)  13は小ﾉ111深鉢で1l縁部からlll'il部下

14まで残っていた｡ll l ' i l ,祁はやや丸みをl11;びながら膨らみ、

lll'iliili l郡に1条の沈線がはしる｡lll'il部から口縁部に欠けて

はきつく外1文する｡ll征はlll'i1部のil士人ifよりやや小さい。

47,51,52はlll'il i.1jのjlll析する部分で､52は強く折れlll lがる。

外器li'iにややllll,iのある沈線と細沈線が施され､51は羽状文

がつく｡49はj,i部にあたり､IIITil部|位で1HIIMIし頚部へ続く。

文様は､|え行沈線文と>|ｲ状文からなる｡5()もjFi部でこちらは

ややﾒしみを,Ⅲ:びる｡沈線の|ﾊlに細l線羽状文が入る。

浅鉢(17,19,33～37,39～41)  17は小型の浅鉢で底部を欠

く。lll'il ,邪で1III折し、ハ:|:内itIIしながら頚部へ向かい､口縁部

はわずかに外j丈する｡l11n1 iili 1.,卜には2本の沈線がめぐる。

IWI 1-はすべてll縁祁で､やや|ﾉ11噸するものと直立するも

のがある。文様は沈線文と刑||線羽状文または沈線文と列点

虻が糸Ⅱみ合わされている。

三 三 三 三

、 17
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鳥居原式土器(輔9～131XI 1～2,5,18,53～73,75～77,79)

深鉢(1～2,5,12,60～62,75～77,79)  ll縁はIﾉ11上､し､|ﾉ1溝

しながらl l l ' i l部の雌人係部へいたる｡1 l縁祁に3本の l l l l線が

施してあり、そのうちlと5には|lll線|ﾉ､lの下半に糸| ||">l>l状

文が施文されている。これ以外の｜鷺器l｣rは口縁,祁で､|ﾉ､1 1tII

す る口縁祁に 2本から 3本の l l l l 線 が施されている。

浅鉢(18,59,63～73)  18はlll'il iW|;からl1縁部にかけてのも

ので､lllml部でll il)『し亜直気味に鋤'flj/､|伽かい､そこからll

緑はきつく外j文する｡lll'il31i lを､'4に2本のllll線がめぐる。｜器

l'lはすべてll織部で､|_l縁は外)叉するか嘔頂に立つもので

′

2

03

第14図縄文土器実測図（6）

110

′ ﾉ

13

判 4 r 一

’ 1 0

ﾉ

ある。2イ蔦から3本のli1l線文がll",邪に施され､66,71はllll

h文がつく。

注口土器(53～58） 小11,-が,;| 6ﾉ,l,(I!N土した｡すべてlll'il ,邪の

一部で､llll線文が施されている。また､55,56,58にはllll線文

と|II IA!､(文が刑lみ合わされている。

御領式土器(輔9～101､x I3 ,7 ,9～l l､第13M78,80～84)

深鉢(3,11,78,84）3はlll'i l ,邪からll縁部にかけてのもの

で､lll'il細川折i'1;のややl t i'[j:に1条の沈線が施されている。

78,84と|, il様にll縁部はほぼ雁IIII:に'tち、2本の|Ⅱ|線がめ

ぐる。7，9～11はll縁,lll :を|､'『たない深鉢の|x､IIIW iである。
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浅鉢(80～83） 小川．のみの,'l'!土であった｡ll縁部のllllriが小

さくなり、2本の沈線が引かれている｡83は '二 |縁からきつ

く|ﾉ1湾しながらlll'il部へ続く。

天城式土器( "91XI4,6,節131XI85～88,90)

深鉢(85～88）6以外はすべて口縁部である｡88は若干外

側するが､それ以外はllll立かわずかに内側する｡口縁'IH:に

は条狼がのこる｡6はlll'il部でllti折部に沈線がめぐる。

浅鉢(90)口縁部は直立し､内湾しながら|||'il部へつづく。

口縁,IWに2本のllll線が引かれているが、| 11111のllll線はかす

かに見える程度しかない。

古閑I式(第111叉'16,20､第13図89,91～95)

深鉢(89)  l l唇部を欠く1l縁部1点がIII1I土した｡内消しな

がら外に開くと弩えられる。

浅鉢(16,20,91～95) いずれも短頸のl1縁部である。

(2)土偶･土製品(第15図）

動物形l :製 ,砧が1点(1)、|2 1 ,11が7点(2～8) , I I I  I zし

た。

lは|几|本足の勤物をかたどった’二製品である。K-8

脳で , ﾘ ﾆ ' , l t した ｡黒褐色を呈し ､焼成は良好である ｡二次的

被熱を受けており、首からlii足にかけては|ﾘ1褐色を呈す

る｡頭部とllji l1を欠いている｡実測|xlで右Ⅲl1端部にll l l̅' '1を表

1兇したと思われる孔が施されているのが l i 倫忍され ､それ

をもってi･i尾〃向を判断した｡イi前足の人腿i'il iは州li l:の

隆起が見られ､脚の筋肉(ヒトでいう大腿筋)の様子を郡

i l1 lに表現している。さらに､̅ l r l1腱部の|膨らみを強洲してお

り､妬賑したメスを表していると思われる｡|川｣1を表j兇し

たと思われる孔は､長さ(深さ）が6 IIIII1､ll1111が2 111111である。

どのような動物をかたどったのかという |州胆であるが、

動 物 形 土 製 品 の 中 で 雌 も 多 い イノ シ シ に して は ､ あ ま り

に首がﾎ | | | 長いことからその特徴を表現しているものとは

言えない｡ ﾉし州地方での出士例は少ないが､全 I I 的な , ' l ' , 土

例から奪えると、イヌの可能』腓が強いのではないかと思

われる。

2はｲ,腕と思われる｡U-41><で,'l',土した｡1f川なim (X

illl図では左111ll )が背'|'仙|で､ややl膨らむ方をllf1部と考えた。

背''1には沈線がナナメ方lf1に見られるが､焼成後に施され

たものである｡後l1l:の傷である可能性もある。これも二次

的彼熱を受けている。

3は､lll'il体左半分と思われる。N-7区で,ll'!土した｡脇に

あたる1!1l l lh i部分には､|ﾘl l l *なくぽみが縦方li1にある。さら

に下11 l l l l iには| - ' l維形の兼し込み狼が2箇所見られる｡いわ

ゆる不整合剥離IIliで､|｢Ijilillだった枠状の物体が抜けた娘と

考えられる｡l l l ' i l休部が' l ikらかい状態のときに両l l j i l lが差し込

まれたことが分かり､脚の後に l l l ' j l 部が作られたという製作

lln fが見て取れる。また､表面にわずかではあるが､赤色顔

料が所々に付着している。

4もl l l ' r l左半部であると号えられる｡K-81ﾒ :で , ' | ' 1土し

た｡背1-'1側には肩1 1-1 'H'を表したのであろうか、ミミズ状に

|膨らんだ部分がある｡l lg l l l lはちょうど下胸部あたりがﾉI偽り

|きがっている｡欠損部表miがいずれも肌色に変色している

ため､一1次的彼熱を受けていることがわかる。

5もl l l ' i 1体左半分であると忠われる。L|XでIⅢ化した。2

本の太い林状の粘土からl1151休部を作るタイプのものであ

ろう.lll'il体のくびれ部を表現するために､背I:|-!側に検方向

に沈線_ '二のしわが施されている。

6は右足部である。K - 8 Kで , ' l ' , 土した ｡ I H mから見る

と､やや|ﾉ洲11||に1眼いており､枇から見ると若-rl1i方へ1上11く。

7は大型の足か？G - 9 Kで I I | I I 土した ｡犬地を逆にする

と眼 , 邪にも見えるが ､このタイプの眼部は知例が無い . こ

こでは､大ﾉIMMⅢの足としておきたい。

8も左足部である。V-4区で,1 111土した｡112mから見る

と､|ﾉ1股のラインがわずかに内1M||へカーブする｡幟から見

るとほぼ垂直に立つ。上端部は骨盤を表現したかのよう

に､桃にやや膨らみを持つ。その骨雛部と ' 'Ⅲ部 ' - | !位には幟

方向に綾杉文が施されている。この綾杉文は三〃 |Ⅱ式土器

の文様と非常に似ている｡器lfIjには､わずかに赤色顔料が

付着する。
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第2節弥 ' l i l l ､ ↑代

1 遺 構

弥ﾉt時代の過|;, '!fは､誰棺墓が13 j｣§、｜邑坑が3基である｡lii

II I+跡などは検,'l',しなかった。

(1)甕棺蟇(第17～18図 図版2～4､図版6～9）

甕棺蕪は, 111i1代Ⅸ乍体で13基脈,淵した｡稀)｝･は検ILII!したIIII1

につけたため位 i ' ' ' | ' l と恭号がバラバラになってしまってい

るがごl '砿Ⅲ !いたい。

①1号甕棺蟇(第17図1､第19図1図版3､図版6）

T- 51x:で樅,' l i ,した。｜割が鉢で、｜､甕が誰の合| 13!f

柑墓である。i2 'IIIIIはN -58｡ -ﾄ】で､川納il度は35°である。

上甕が後lll:の〃|:作等で破壊されており、そこから11が流

れ込んでl' l !まっていた｡なお､堆朏の川土と検出li l iのt

の判別がほとんどつかず､墓峨はlif iigできなかった。

l号誰ｲ| [ i雌からは､膳製のイi製〃r･が1点1 ' l ' , - |きした

（第16Ⅸl)｡,'l', Mﾉ〈況はﾒﾉをﾉ〈に| rilけ､切っ先が底部ﾉjlイリ

に向いていた｡ただし､かなりの'三が流入しているため、

」''1雑時の位i '''.'iを保っているI'J能|ゾ'1は大変低い｡刀子の人

きさがそれほど火きくないこと､制蜥 iも小児杭であるこ

とから号えて､このﾉ ﾉ子は1 ' ' 1樵された者への謹身川とし

て, ' i l l蕪されたもの､あるいはﾉmi lに鵬l i l :していたものを

畠ll葬したものではないかと号える。

｜劃fの鉢は､ l l l ' i l 部から l l絲部までしか残存していな

かった｡I IMi01;はいわゆるfllj形を',Lし､その|､̅に1条の

三角突,|||;を施している｡器l ili!洲幣は､|ﾉ1器|fli及び外器lili

のllliil部から突'lll;部までは枇方li1のへラl瞥き､外器liliの突

帯部からll絲部にかけてはナデである｡lll ' i l部下半の一部

に黒欣IをｲIする。

下誕は ' | ' ﾉ ﾘ !の擁である｡底部は Iげ1Kで､ l l l ' i l部のやや

上位が雌人係になる｡丸みを'lll; UW1jXぼつたいll縁ﾊ|;はわ

ずかに|ﾉ11上1lする。その'､には1条の三角突帯がめぐる。

底部からl 1"i,fl; |､̅の突州;まではハケ洲整､l̅l縁部はナデ

洲幣が施されている。

石製〃rは股さ11.7cm､ll1l,12.9c,,, ､ 1'｣1:さ0.8cmをillllる｡緑色

片岩製で ､ ﾒ j 郁は l i ﾙ I 瞥によって l - 職に 1洲整されている

が､基部はｲ . l 製による洲擢のみである。

②2号甕棺墓(第17図2､第19図2図版3､図版6）

U-,1Kで検IIII,した｡墓城はlif !漁できなかった。｜錐

が誰ﾉﾘ!' :器、|､護が壺の谷ll誰I'<焼である｡主il i l l lはN-

79｡-Eで､川1納角度49.である。|､篭の穿孔部が床l(Iiの力．

を向いていた｡斐椛墓内部からの辿物はなかった。

l変は11& Jtifがlllnl部やや|11'/:の小ﾉ(ﾘの麥である｡lllill台

状の底部をｲl.し､IW『面形が分I1｣j:い三1（1形を呈するll織部

を持つ｡ I I絨部 |油 iは平川である｡淵「 l iは ､1 - 1縁部のナデ

調整以外はすべてハケで洲燃しているが､鰔大ifの部分

を境にﾉﾉli11が)'4なる｡岐大係から底部にかけては縦〃li1

で､甑,祁は仙方|ｲ1になる。

下斐は'!lIIfで､ll緑部を欠く。庇,､'1;は平底で､雄大ifにな

るIIF1部やや1粒に1条の突'lll;をｲIする。また､lll'il iilj 1 | ' |,'[

で穿孔が施されている｡底部からlll'il部下位は縦ﾉﾉ.li!Iの、

そこから| :11|ﾉ :は柚方向のへラl排きによる器1m,洲確がな

されている。

③3号甕棺蟇(第17図3､第19図3図版3､図版7）

U- ,1 1><で検,'ll,｡ 2号難航唯とほぼ平行に隣接してい

る｡上誰が鉢で､下変が'腋の合ll難柁墓である。if 'lilllは

N-46｡ -Eで､｣111納jfl度は64" ｡ ,1,lll #f,'i,',と思われるような辿

物は1IIIも,'l', |Lなかったが､叫〔へ約1mの地1,1,(でjII! "||､1;

に11ち欠かれたと思われる|､.難のll縁部がIIII, -lzした。

検,'l',したll､↑点で､下甕の｝, iiIfljに6本からなるIIII線状の

||

｜’
1

11
，｜

〃

I|

／

|’
|’

I

に

；
＝

第 1 6 図 1 号 甕 棺 内 出 土 石 製 刀 子 実 測 図

- 2 4 -

鮴’ 11-紅

下
１

ｍｃ
ｌ

５０
１



ヘラIIYiき文がli崎忍された｡ヘラl,','iきの部分はちょうど頁

|を向いており､j' l !雑時にはこれを意識していたと思わ

れる。

なお､柚,' l 'I MI.'''iは2}｝灘|,雌と隣接しており、レベル

もほとんど変わらない｡また、|､識の器形もよく似てい

ることなどから考えると、2り-，3号の埋葬された| |寺期

笙はほとんどないものと吟えられる。

3珊琵ｲI ' iの｜菟斐は鉢である。､|り氏の底部で､l l絲部|､-

には1条の'芙,lll:がめぐる｡､|え川なll縁部にはナデ, 1IIil懐が

施されている。この部位以外の器li l關整については､器

|川の残rIを状況が良好でないためにli侭忍できない。

1､蕊は'|' jil!0)',l''fで､平1Kの庇i'fljから外1上IIしながら'>:ち

あがり､i l&人i fで1条の ゴ' . l突 ,冊がめぐる) I : i部を暁にし

て内1上､する｡｜｜縁はラッパ状に|ﾙ|き､上liliはやや|ﾉ1個す

る｡外器I(' iは全体にへう解きが施されており、ll絲郁は

ナデi i,'il幣である。

また ､ l i i l 述のように j F i 部には5つの箇所に5～6本の

沈線が柵かれてある。この沈線は特に平行というわけで

もなく、腿さ､ | I IM ､ l flきともにバラバラである｡施文簡所

の|ﾊ1隅はほぼ|' ilじである。

④4号甕棺墓(第17図4､第20図4図版3､図版7）

T-5Ⅸでlii認された。ii 'lilllはN -135｡ - Eで､jil!紬角

度は40頓であった｡灘棺の残りl↓合はとてもよく、t l l lに

よるヒビが入っていたものの、｜豆はほとんど流れ込んで

いなかった。

｜劉f、|､̅灘ともに空の慨l l八錐1' i墓であるが、|〈変の

|｜縁部をｲIち欠いてあり、l lifの大きい上誕が|､誰の一

,邪を種うように糸llみ合わせてあった｡饗囎堆|ﾉ1祁からの

遺物はなかった。

-t甕は小ﾉ『！の錐である｡|Ⅲl台状の底部で､)ll'il i'fli l拉が

最大ifとなる｡l1縁部は分1'jJ:く、丸みを帯びており､上面

はほぼ平川である。口縁,邪､股び|｜縁部卜はll',',1 5 c'''がナ

デ調整で､そのほかはすべてハケI淵整を施している。

｜､甕も小 j Y 1の誕で､1 I縁祁はｲ Iち欠かれ残っていな

い｡llill台状の底,1jを有し､lll'il i,fljやや|位が岐大ifとなり、

そこから鋤1iにかけてややすぼまる。また､lll'il ,､|1IMI'ﾉ:に

は1条の沈線を施している。器lil i1淵催はや休的にハケ

で､｢_|縁部のみナデ調整である。

⑤5号甕棺蟇(第17図5､第20図5図版3､図版8）

T-' l1ﾒ:で検,' l11された。ii '| l l l lはN-133｡ - Eで､ほとん

ど,l)｝斐柑墓と|, ilじlnjきをとる｡l'l!紬角度は35°･蟠朏は

ZWiが入るぎりぎりの人きさにⅢllっている｡残存状況は

良好で､誕柁|ﾉ1部へのtの流人もほとんどなかったが、

|:l l;のために|､擁が樅に広がった桁|'1形に変形してい

た。

5号変棺菓も、’2|､.ともに甕の慨ll式誕棺墓で､こち

らは《1号甕柁墓とは逆で、｜甕のl1縁部がｲIち欠いてあ

る。しかし､上誰のl lifが大きいので､l' il様に_上灘が|､､錐

を種う状態となっている。

｜ﾉ1部に遺物は1111もなかった。

｜愛は小剛の灘で､外器Imのfliliにススが付着してい

た｡lllill台上の底i,fl;で､lll'il部やや上1,!ﾉ:がlli人稚になる｡そこ

からll絲部までは残ｲIfしていない｡やI( I iハケ訓幣であ

る。

｜､̅錐も_L雛と|, ilじく小ﾉIuの変で､やや仲;が広がったlllill

行>|ﾉ<の底部を持つ｡lll'il部やや| :1,'/iが岐人ifで､l l#iIili l､

には1条の沈線がめぐる｡口緑部はll i l i l i ' i形が角の丸いi

iｲl形を呈し、|壼liliがほんのわずか|ﾉ11上!'!する｡器而は､沈線

から上位はナデ, il,';l幣で､それ以外はハケ,淵整を施してい

る。

⑥6号甕棺蟇(第17図6,第20図6図版3､図版8）

G-91><で検II|1,された｡主IIII1はN -21｡ -W､埋納jfj度は

6 3 . である ｡某峨は | ! l 形 のプランで、V岬に掘りこんで

おり、大きさはう1洲. iとほとんど変わらない｡墓城|ﾉ､ lには

IV l'i!iのtが1111まっていた。

｜裂噌、|､甕ともに誰の合口式甕| ' {無で、| :甕の l l絲祁

はｲIち削られている。また､上斐はtl l ;のためつぶれて

おり、そこから ’二が流入している｡辿物はなかった。

｜甕は小型の灘で､lll'i1部中位から1,.は被熱し､色,洲が

赤禍色となっている。ll縁部と底部を欠いているが､l l

緑郁は11群当初からｲIち欠かれてはいなかったものと弓・

えられる｡最人ifはlll'i1部上位でll織部|､.には|#lrliiが三i'1

形の甥l1 1-|突帯が1条めぐっている。また､その突,l l l :の|､

位はll11,1 8 mm程閲1IIW)|ﾉ〈にくぼんでいる｡器Imは全体的に

ハケ!洲整で､突,lil;の|､. 5 c,''ll'同はナデでI洲幣されている。

｜､.艶は｢|-!ﾉII1の灘で､lljill台状の底部をｲl.する｡lll'il部やや

'2位が最大係で､ll織部下に1条の二irl突帯がめぐる。

11絲部は断面が三角形で､上而はやや|ﾉ11上fiする｡底部か

らlll'il部にかけてはハケ,淵轄が､l1絨部はナデ調盤が施さ

れ て い る ．
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⑦7号甕棺蟇(第17図7､第21図7図版4､図版7）

T-4Kで検,'l',されたi2ilillN -19｡ -W､l'l!納i(1 1"46｡

のi i i棺の甕I[ iである。堆城は長方形のプランであった

と考えられ､検 , ' l ' 1 1 i l iから床までの深さは41cmであっ

た。

7号斐椛は ' ' 1 ﾉ I I 1の撫で､柵がやや広がる l .げ庇の底部

をl､↑つ｡lll'i1部上位が114 Aifになり、|ﾉﾘ潤しながらll縁部

へ至る｡口縁部|､には2条の三角突,HI;が施されている。

ll縁部は上|川がややくぼみ､やや|ﾉ11上､する｡庇IWjにはハ

ケ,淵整の狼がみられ､l l l ' i l部上位からI̅ I絲間| ;にかけてはナ

デ,洲幣が施されている。

⑧8号甕棺蟇(第18図8､第21図8図版4､図版7）

0-6区で検,I|}されたiii杭と思われるfWl｡雌である。

この甕柁は弧部から｜｜縁部にかけて州lli'illされて残って

いなかったため、｜変があった11I能'I'| ;も允乍には否定で

きない｡墓曠は梢|'l形を11Lしており､腱!lilllは帷定でlm、

"lilllは0.8mを測る｡辿物はない。

8り甕柑は』しみを,冊びた!'唖の謎である｡､|え庇の庇部

で､緩やかに|ﾉ1湾しながら|||而1部に統く。lll'il部やや上i,!ﾉ:が

il&大径の部分で､そこには1条の三角'だ,l l l :が11,1iり{､l･けら

れている｡l1緑部は､|1ﾘr l i l i形がjflのﾒLい三角｝|を1l4して

おり、上1mは､ド川で､やや|ﾉ､11tnする。器l ili !1,'il幣は､焼成が

ｲ〈良のため不lﾘ l l l *だが､| I ﾙ永部にナデル' i l懐が施されてい

るのはli崎忍できた。

⑨9号甕棺蟇(第18図9､第21図9図版4､図版8）

0 - 6 1 X と P - 6 Ⅸの境で見つかった。この ( l i 分 は、

3つの変柿が州荊に常雌した状態で検,'l',された。9叶發

ｲ|，{無|甕のすぐ|､.に12り諜柏墓が､そして9〃･蛍1帥|‘唾の

"l 1,祁東I"には11v誕杭の底部があるという>|ﾉ〈態であ

る。

9号変柁は1i 'lilllがN-157｡ -W､jﾘ1納fｲ1度が31.で､止

誰が鉢､下灘が量職1k冊の慨口式甕柁蕊である。｜甕の

l l i f が | ､ . のそれよりも火きいため、｜談fが | ､誰の I | ' 位

まで披さった状態で検IIIIIされた｡_l1 l､̅蝿ともIJIfのた

めにやや | ､につぶれており､変棺 | ﾉ 1部は｜宅が流れ込ん

でいた。

9号甕梢'三灘は､人ﾉﾘの鉢である｡､|え庇の庇,､'1jから直

線状に|州き､llliilIWI MII[からll縁部にかけてll1l: '):する。||

織部|､に1条の三角突,Ⅲ;をめぐらす｡｜｜縁は外111||にのび

た鋤形11縁で、l･.liliはやや|膨らみ､わずかに|ﾉⅡtIIする｡粘

微なつくりで､器而は縦ハケル'il幣の後､111il部から｜､.､|たは

斜め〃li'lのへラ隣きが肥され､ll縁部は枇方InlのナデI洲

幣が施されている。

｜､変は1'1型の変で､l& lll'ilである｡やや編が1ムがるIIMI台

>|ﾉ〈の庇,祁からほぼll1j:線状に､1l4人係であるllliliWII M1｣[/､l'li

びていく。そこから|ﾉ､'漉しながら｜｜縁部へ語る｡I IMi'flj

l､には'11｢li'iが三角形の'だ,lll;がめぐる。'二l絲部はiWく、

しやくれあがる｡器而11,1幣は､倫Imにハケ洲盤で､ll織部

にはナデ ,洲終がさらに施される。

⑩10号甕棺蟇(第18図10,第22図10図版4､図版8）

I)- 5 1><で検,'l1,された。Ijﾘ隣には11号童1"|,iがある。

10り雛|1.iは､かなりのi'ill,|えをうけており、縦､卜分しか

残っていなかった｡そのため、i l i柏か複航であったか

はｲ《|ﾘlである。主'lililはN-164｡ -W､埋納角度は帷定18.

である。

制帥I' iは小ﾉI!の錐であるが､l l l ' i l i 'fl i lz位から口縁祁を欠い

ている｡ll l i l l行状の庇,邪を1$ち､ll l ' i l i｣fliやや上位がil&人ifに

なる｡庇祁にハケ i洲幣が施される。

⑪11号甕棺蟇(第18図11､第22図11図版4､図版9）

P-5区で検出された｡ l jV隣には12号甕柿墓が､ l l l ' i l i i l i

卜､卜| zliliには9号変ｲ|,iがある。if'lilll N - 144｡ - E､jII!納irj

度38｡のiii杭の灘棉堆で､辿物は,'l',土しなかった。

11り謎ｲ1'iは'|'ﾉiuの錐で､llRいⅢ台状の底部からll1'il i'1;へ

とウ:ちあがり､最人径であるlll'il iWliやや上位からl'i: |:|ﾉ1滴

しながらl1縁部に至る｡ll縁部|､.には三角突'冊;が1条め

ぐり、ll織部は内慨し、| :liliはややくぼむ｡器IIWrliliにハ

ケ11,1幣が施され､突,H|部およびll縁祁はナデ,洲幣が施さ

れている。

⑫12号甕棺蟇(第18図12､第22図12図版4､図版9）

I)-’1，5区の境|､|近で兄つかった｡主1|illlはN -157｡-

卜〕で､｣II!納角度は18.をillllる。1体の完形の壷からなるiii

h&iの蝿椛壌で､蓋などはlif !淵されなかった｡蛙峨はｲ《終

l i . fi l 形で ､底部方 l i ' l にいくに従ってすぼまっていく。雌

も災いところで長さ0.8m､||li,i(). 6mになる｡深さは検,'l', li l i

から().2mである。

f!I h"iは'|1ﾉiuの卵倒ﾉ|を!!!する',鞭である｡底部は､|え庇

で､lll'il部やや1位が岐人ifになる。最人径である111'il iWi

やや| 1,1[と額部、さらにその'|'|NIの肩部の合i;|3  ")ﾘ「

に、それぞれ1条の突'冊がめぐる。l111部と)｢ i部は乳||み

’|突,l l l ;で､蚊祁は二jil '先,MI:が施されている。II絨部は
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外湾しながら外に|)Mき、l t l i l iは'| ' J&がややくぼみ、l' i :

’1ﾉ11上IIする｡j,i部とl liki'iliの外器liliに縦のハケ1洲幣が

施されている。

⑬13号甕棺蟇(第18図13､第22図13図版4､図版9）

N-51><で検, ' l ' ｣された。ii ' | i l l lはN-65｡-Eで､j ' l ! i l ﾉ1/1度

は29.である｡ポの底部を｜護に､人ﾉ『' ! ' , l ' : fを|､誰とする慨

'三l式誕柑嬢で､下愛の蝋の｜|縁祁はl-Iち欠かれず、｜巍

で蓋をした状態で検, ' l1 ,された。トー雛は完形であるが、| :

甕は111両1部から上位を欠く。残ｲlf状況が良好であったこと

を考えると､上謹のIz , f部は｣111 #fl l fに I Iちかかれたもの

と思われる｡某城は不整桁円形で床|川はほぼ､ | 'らである

が､｢| '央部でややくぼむ｡長ifは0 .98m､知係は0.67mであ

る。

-|君雍はlll'il部の椎った'1臆で､雌人ifであるlll'il ,祁!|'典間|;か

ら'三位は残っていない｡やや'三底の底部で､岐人ifはlll'il

IWi'l1位である｡外器liliはへう1群きで,洲幣されている。

下斐は大ﾉI！のlll'il部のﾒLい壺である｡やや|疵の庇,祁か

らlll'il部下位まで大きく外に|ﾙlき､そこから雌大ifの1111il ,､'fli

上位までは緩やかに|ｻﾄ|きながらウ:ちあがっていく。lll ' i l i ,flj

_|粒から頚部にかけてIﾉ1湾し､｜|絲部はやや外反しなが

ら外へ開く。|_l唇祁はi' ' I椎り、｢|1央,祁はややくぼむ｡j IMI i

の l , l j 器面及び l l 縁部の内附 l i l i はへう l僻きで､ l l 絲祁の外

器血はナデ i洲蜷が施されている。

( 2 ) その他の遺構

①J区士坑(第23図）

J - 8及び J - 9区で枕 , l l ' , された ｡蛙さ4 . 9m以 |をで、

111R3.0mを汕|るNi丸の長方形のプランをII Lすると思われ

る'|ヅ|絡不|ﾘlの1掻穴のL坑である.Vll'i'i l:|mで陥淵され、

IV IIi'1iとⅧIIi#の混じった( 1f,'i'|'|2がありややしまったlli'i "

色)lえが唯枝していた｡柚,'l ' , l i l iから床liliまでの深さは5

̅18cmで北壁が比岐的よく砿っている｡床はほぼ､ |え川で

全体がかなりl i血化していた｡11< l i ' iで人小合わせて8j !§の

ピッ|､が検,' l ' ,され､このうち2ルLはif60センチイIIり更のも

ので､かなり大きなピッ|､がみつかった｡｣ ' l ! l t ､床|｢ l iとも

に焼 I zや炭化物は雌 ,淵されなかった。

,1l '!土進物は礫や小11｢の弥ﾉlill､↑代の|を器がほとんどで

あった(第26図16,第271XI39)｡そのほか､床| rliから| '1f!#>|ﾉ〈

lz製i',,li ( " 24 IXI､|､XⅡI《11)がほぼﾉ‘己形で1'l', |菟した｡|'l雛状

-k製I1n1Iは､II'[ ff7.7c,''､IIj!:さl,& A:1.9c'''を測り､'j瓠lllxl l､郡

が少し欠けている｡l' j｣:みは'|!心部から外11 1llにかけて徐々

にiWぐなっていくので､断lili形は髪形に近い形>|ﾉ〈とな

る。'''心部にはll'l:if 5ⅢmのｲLが穿たれる｡穿孔方Iｲﾘは'災

il lll l､xI{ iからﾉ,§〃li'lである。|製llilllのliliには幾l''1学的な文

様が施されている｡穿ｲL後､ ! ' '心から外{ !1 l l / ､ l i i lかって､| ! l

を(j杵分するようなllil線状の2本のll1l線と、その区l'l'iさ

れた|H1に州状のli l l線が2 4x ' j lかれている。2本の|Ⅱl線は

/ﾉ:いに､W｣賢ではなく、1つの［具で施文されている｡l li:

線と柧線の11111序は一定ではない。

②G区土坑(第5図）

G-9Ⅸで検III1,されたｲ《幣梢}'l形を!,lする土坑で､長

if1.05m､ "if0.77mを測る。IV jij#で検,'l'}され､その検,'l'1lm

から床までの深さは1 0cI' ' l '1控である｡11l!上はⅣI稗よりほ

んのわずかにlli, iいlli '『紺色kで､焼t､炭化物などはない

純粋なl'i Iiであった。

このi坑から､尤形のイi包1.がl）bl,(II|I, |Lた( "391XI

13)。また､礫が2ﾉ､!､(,'l'1 |:した。

③K区士坑(第5図）

K-81><で検IIII,された｡ll'l涯約1 .4mの|z' l形の｜世坑で、

検, ' l ' , l i ' iから床までの深さは約10cm､床I I I jはスリバチ状

で､1l&も深いところで20(JI11を汕|る◎

進物は､ j ' | ! tから小片に削れた小ﾉ I！の愛ﾉ判| :器が1点

,ili!  |Lた( "261XI21)。

2 遺物(第25～30図図版10､図版12）

土 器

,'l'! |Lた|器は､灘､',l'lii､鉢､,1.li坏､器台でそのうち大､卜が

鈍であった。｜器の,'l',  |:l,tもかなり多かったが､カクラン

などの!i鯵艸を受けていたためか催介する盗料は少なく、-

11,'il体として|xI化できるものはごくわずかである。

(1)甕(第25図～27図） 小ﾉI！と祭1liu川魏は別に分けた。

口縁部 ｜｜絲祁のjl態からいくつかのタイプに分加し

た。

①｜｜織部が小さく突き,'l',ており、刎llがあるもの(15,

18)｡l l絲祁|､､に15は2条､18は1条の刻ll炎'li l :がめ

ぐっている｡18はその突,lil;の|､に縦方lnjのハケ11,'il幣が

施されている。

②||継珊部が分l1jj:くメしみを持ち、ltliliが､'た川なもの(1、

2，10 ) ｡10は刎|｜がl l緑端部に施されている。
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③ll縁端部が分1 1IJ:く角帳り､_L面が､|え川かややくぼむも

の（9,16,19,21,22,23) ｡

④11緑端祁が分11Ij:く角推り､外|ﾋﾛするもの(24)。

⑤l li*i｣fliが外|上IIし､端部がやや厚く断Imが_J1形を'!!す

るもの（3、#1，5)。3と5は､l l " ,祁卜．に_皇ii I IWrlr l iの

′尖,lll;がめぐる。

⑥鋤形｜｜ﾙまで| :li'iが､|え川なもの(8)。

師鋤形l1緑でl li*iIfl;が|ﾉ1側するもの(13)｡人ﾉ蝦帥l･iのll

継祁であろう。外器Imに,が色顔料が塗ｲ|jしてある。ll

絲郁がやや岬く|析l i l iが三角形のもの(14 ,2 ( ) ) ｡外1上I Iす

るもの(14 )と I J i l iが平出なもの(20 )がある。

⑧ll縁部がくの‘了食に折れ､上而がくぼむもの(6,7,11,

12,17)。

底部底部も形態、IJ氏のくぼみ具合などから分畑し

た。

①庇,､IfliがIi状に|||臆くのび､やや上庇になるもの(30,

31,32,36,38)。

②庇部が|: ii)|ﾉ〈で、’三底になるもの(28)。

③底部が､|え川で、’三庇にならない(39,40,41,42)。

④l氏梛が＃lllく、WII;が広がり、’2底になるもの(25,26,29,

35)。

⑤庇什liが､|え川で､MIi;がやや広がり､やや12底になるもの

（37,43)。

⑥底,､'il iが､|え川で､",i;が広がり、'三底のもの(27,33,34)。

(2)祭祀用甕(第28図44～46）

広l1で鋤形l1緑｡44と45には|_l縁部̅|〒に断Im形がM'ｹ：

状の'先,lil:がめぐる｡外器而全体と内器而の一祁に"ド色馴

料が噸ｲljしてある。

(3)小型甕(第28図47～51）

｜｜ﾙ,､|fliの|11rli'iが二jfl形を呈し内傾する｡48は鋤形ll"

でやや|ﾉ､ l i t I Iする｡47は口縁部に穿ｲLされており､狐i '1 ; | ､ -

に断l i l iが台形を! , lする亥l1月突帯を巡らしている｡51はほ

ぼ' ﾉ ‘ ‘形の小ﾉ I u難で､これも|」縁に穿孔が施されており、

ほぼlll'il iili 1 | ' 1'U[で雌火ifとなり、平底の底部へ統く。

(4)壺(第28～29図55～65）

口 縁 部

①Aしみを,lll;びた二亜ll縁でll縁端部が|ﾉ､11上IIするもの

（57)。

②鋤状｜|絨で､｜|緑端祁|zliliが平j･uのもの(58)。

③ 蚊 祁 か ら そ の ま ま 外 湾 し な が ら 「 | 織 部 に 至 る も の

（59,60)がある。

胴部 51は小｝11の壷の|､r ､h'fl;と思われる｡､|え底でlll'il iWiil&

人徒のi.1j分に|析而係が三角形のllRい突'冊がめぐる｡55は

lll'ilの椎った丸みを柵びた'i厳である｡ほぼlll'il iWi ' | '位で雌大

係になると思われる。lll'il #li -「半は斜めかli'lのハケ,1,'1 "

で、｜き､Mllは枇方lfi1のハケ!洲幣を施している。

底部すべてほぼ､'た庇を!!Lする｡庇祁からlll!il部にかけて

外浦するもの(60,62,63,65)と|ﾉ1滴するもの(61,64)が

ある｡61は55のような球ll l ' i l形のll l ' i l祁につながるものと思

われる。

(5)鉢(第28図53～54）

ll縁部は内湾し､口搭部|､̅に穿孔を施している｡穿孔

方li'1は､53は|ﾉ1 1MIIから外側へ､54は外111||から|ﾉ1 11 1llへ穿っ

ている｡孔の数は ､ 5 3については供〃状況により不 | ﾘ l で

あり、54については少なくとも5つ以｜をあると思われ

る。

(6)高坏(第30図66～71）

坏部の｜｜縁部はいわゆる鋤>'八｜｜縁で､|ﾉ､l l1 lllにややI鵬り

I I I I ,す｡66は口緑部|油1がややくぼんでいる｡ l l l i l l部はL､卜

から''-1位にかけてfi千|ﾉ1湾し､'|11!,':からMi'l i'fl;にかけて緩

やかに外へ|刑く･

(7)器台(第30図72～75）

岐小ｲﾓ部が巾位のあるものと(72,75)、｜弓､卜i'1jにある

ものの(73,74)2つのタイプがある｡73はややlll身で､外

器l i ' iを '二|の i l l lかいハケで,洲幣されている｡その他のハケ

｜｜はやや'三|が粗い。

第 3 節 石 器

イi器については､繩文と弥生の||､↑代の､'Ⅱ)ﾘが州しいもの

もあるため別にした｡計i!!ll il'l群については､輔6衣を参照

していただきたい。

(1 )石匙(第31図1～5図版12）

枇長のもの(l～4)と縦艮のもの(5)がある｡ただし、

2と5については石材が緑色片ﾈ ‘卜で ､従来 , i . われている

イi匙といっていいものか疑l,'',lが残る｡その仙は'女ll1岩製

である。

( 2 )打製石庖丁 (第31図6 , 7図版12）

いずれも緑色片岩製で､枇l, l j端に映りが入る。6は半

分欠仙しているが､湾 l l l l するメ j部を l ､ ' i つものと痔えら

れる。
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第 2 表 弥 伴 十 器 観 察 一 覧 表
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( 3 )石鎌 (第31図8 , 9図版12）

緑色1｣｢W製のイi脈で､8は先端部を、9は基部を欠く。

メ]部はほぼll'l:線で､堆部にはl'l1j辺に浅い挾りをいれて

いる｡挾りと〃i'fl;との角度は、8が#IM1に、9がほぼll'l:

ir lになる。

(4 )打製石斧(第32～34図1～15図版13）

｜皇部先端が尖っており、刀祁のラインが|白線的なもの

( l ～ 3 ) ｡

’三部先端が尖っており、刃i邪のラインが湾||| |するもの

( : l ～ 7 ) 。

上部先端がすぼまり、〃部のラインが湾 I l l l す るもの

（8～11)。

平IIli形がほぼ災加|ヲで刈梛がll'l:線的なもの(12～14)。

平lli形が桁|!l形のもの(15)。

(5)＋字形石器(第35図1～2図版13）

lは､実際は｜' i堂形でないが､この系統のものと､I l l l 1 ﾘ「

し糸|lみ込んだ｡突,'11,梛が3力lﾘiあり、その先端は|州;［し

fr lが丸くなっている。また､l ' l ' j l t l i l iとも利離以外のli l iが

I拝減していて光沢を持つ。2はピンク色を呈した棚火l!l

製の十字)|ジイi器である。

(6 )円盤形石器(第35～36図3～9図版13）

ほとんどが緑色l'I粁製であるが、4のみ安llll'卜製であ

る。人きさはi f8cm～10cmの範llllに収まる。

ほぼ-1111に1洲盤痕を持つもの（1，6，9）

一部I洲盤されていない辺があるもの（3，5，7，8）と

がある。

(7)凹石(第37図1～4図版13）

l1l形または桁|11形の礫を!|砥川して利川したものと思

われる｡IIIj liliがくぼんでいるもの(1，3)と1 1-li'iのみく

ぼむもの（2，1）がある。2はくぼみが浅く、片IMはI解イi

としてｲ | |川されている｡さらに､1､ ' iちゃすいように､脂が

あたる部分を l I ち欠いている。

(8 )磨石(第37図5～8図版13）

いずれもどちらかの面が | 蘇り減って平山になってお

り、長期|川仙川されたことがわかる。5はIl i仙l l i l iを,岐イ｢

としてもイl l川している。

(9)磨製石斧(第38～39図1～11図版14）

lは小ﾉ1!の11･ﾒjのにi斧で|端部を欠いている。2はﾒj

先の部分で､ﾒj,､,fljのラインと1ii ll'l:ﾉjliilの仙川疵が|ﾘ111ifに

残っている。イi材は粘版岩である。3はjmi平片ﾒﾉｲi斧の

弧のものか｡ l ' l l lmとも{ i1 l秤され､ Ix Iの上端以外はﾒﾉを持

ち､仙|||狼が残る。4は兄|Ifに幣形された尤形の小ﾉ判l瞥

製石斧である｡仙ll i l iの-部に装ｲ'f痕が兄られる･5も完

形の僻製ｲi斧である。6はj川1，|えなI蒋製{i斧で､衣liliが全

休の8 1 i ; l l l ' ,渡利剛または､欠仙している。ﾒﾊ .1 ;に仙川痕

がはっきりと残っている。7は今lll崖の人ﾉ('｣蛉刈ｲi斧の

メj部と思われる。8～10はI川i,|え'1刃石斧で、9以外は欠

l# , ' i , ' !である｡完形である9は､|え|川形がほぼ台形で､II IXさ

は(i ' ' ' ' ' ' l ' ,ﾘ更と他のものに比べ郡い｡ﾒﾉ部に仙川痕を残

し､lii l i i l i ' i { i l l l l lの磨滅は､踵!Ull, ' l lの使川を物,沿っている。

11はほぼ'ﾉ’芭形の小ﾉ削札状片〃イi斧である｡検|ﾉLI Imはすべ

てl11 1レンズ>|ﾉ〈に若̅｢膨らむ｡特に後主而は川･庇を1ILす

る。

(10)石庖丁(第39図12～13図版14）

12,13はI群製の荷1包「である｡12は4割近くを欠く。|幅

は5.1 cI11､l1｣j:さ0.55cll･長さを役元すると20cI11となり､かな

り人ﾉIuのものになる｡イi材はlli|i"W火色を呈する砂ｷ'{であ

る。13のイil包1-は完形IIIIIIで､及さは19.2cIⅡ､111l,1 5. 5cII1，ハ!さ

0.45cI11をil l l lる･こちらも人)1ﾘと考えられるが､ji ,｣ :みがな

く'災川IIIIIIとして利川したj脇介､そのlil久'|ゾ|弓に疑|ﾊlが残

る｡イiｲ;ｲは瓜化の度合いが激しく判別しづらいが､砂岩

と思われる。2つの孔は1I¥ ,1jに対･し､斜めに券ｲLされて

おり、そのlHl陥は1.95cn lである｡I I I j lmとも〃|j以外はあ

まりl iⅡ隣されておらず､| ;分 I ' IりにI般打痕が残る。

(11)磨製石斧未製品(第40図1図版14）

,'IM1,1,'il幣が終わり､{iII群段階に入ったif':後の段|階のも

のと思われる勝製ｲﾆi斧未製I I I I I Iである｡全l i ' iに, l IMIﾘ良があ

り、ﾒﾊ,fljのこ．く一部にliIIW ImがliW認される('鱈llll l,xI左IXI

のイil､部)。長さは12_5cI11､||'l,iは広いところで5.8cⅢを測

る。

(12 )敲打具(第40図2～7図版14）

2～6はI岐打具として柵!成した｡石材は、2が緑色片

岩で、3が仙質の頁ﾈ‘卜（？）、4～7は女|｣|l'｝である。い

ずれもr ･によくなじむ太さ、及さのもので､1 ､ '『に5につ

いては,'iI(怠に111ll l i'iの2力ﾉﾘiをI1ち欠いた簡川がある。T･

にもつと机桁と1 ' 1指がうまくあたる｡後に i '仙れるが､当

遺跡では'2，氾の磨製子i斧ｲく製IIIIIIのほかに､128点のl蘇製

イi鰄米製llllllがIIII,  |Lている。2～6の石器は､これら磨

製ｲi伽の製作段階(,洲盤段階)で仙川された11IWl･I 1Lでは

ないかと思われる。
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第40図磨製石斧未製品､棒状石器実測図

(13 )打製石鍼(第41図1～12図版15）

イ1狸ｲi雛は,i,'il ffrlx:粂体で!il･63ﾉ､'､i,'l'!上した｡地区別で見

ると､N- 7Ⅸが6 , ' ’ 1 , <と 1 1 4も多く、K-8区が5点と続

く。また、OKとPIX合わせたところから, i l - 6点I I I1 , Lし

ており、N I XからPⅨが , ' l i , I I , t のピークとされる｡ペー

ジの部介|を､代衣的な形のものだけを|､xI化し、タイプ別

ごとの!'l', l:l,tを!氾倣する｡l,xI化したもののfi材､計測値

等は炎3のとおりである。

①二等辺二ifl形を',!し､､IA J1L｣kのイi"( 1、2，9)｡12点

出 l L た ｡

②二等辺ﾆ ｲ l 形を ! I ( し l l l l j ! f 式のイ i雛で j I L部の先端が

尖っているもの(3)｡ 2 ' ! , ' ､ ( I ' l ' , |Lた。

③ほぼ1 I ﾐ ﾆ ﾘ形でわずかにl l l l ) I L式のイ i雛 ( ' l ) ｡ 5点 I 1 I I 1

_tした。

④一等辺二ﾘ形でわずかにIIII JIL式のイi"( 5 )｡19点,' ll

l L た 。

⑤ほぼlli三角形でlllljIL｣kのイi"(6)｡ 6ﾉ､I､(,'l11上した。

⑥二群辺二ffl形をI I Lし l l l l j I L式でかつ臆脚のｲ i " ( 7 ) ｡ 6

7
『
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ノ､'､i,'l', |Lた。

⑦二群辺三角形でllllJIL式のｲi"( 8，10)｡ 9点,'l'1土した。

⑧ｲij1L式のイi"(11)｡ 1 j{1,1のみの,'l'! tである。

⑨lli三jrl形で､|えﾉ,虹tのイi"(12)｡ 1点,11'! kした。

⑩これ以外の形態のものが2 ,I､'､iある。

(14)磨製石雛(第42図 図版15）

｜群製ｲi雛は欠仙II I I I Iを含めて24点,' l1, |Lた｡ｲ_i材はすべ

て緑色1W!｛である｡形態から3つのタイプに分類した。

なお、 lと 2については ､ U J先祁のみであるため ､分類の

対･象から外している。

l，|え l i l i形が l l ﾐ ﾆ ｢ 111に近いもの(3～11 )。

2 三群辺二fil形を!,!するもの(12～19) ｡

3  1111雌形を!!Lするもの(20～24)。

(15 )磨製石雛未製品(第43図～第45図 図版15～16）

今l' '1の, 1I1介で|ﾘlらかとなった､il辿跡の特徴の一つと

して､|騨製イi雌木製IIIIIIの多IItな,'l'! |2が挙げられる｡わず

か450 111'のlilill'iで,i l-128,'､'､1のｲく製IIIIIIがIII1! |土､荒削､調整、

lij l: |藤という、各段階のｲく製I｣IIIIがli崎胤された｡石材はすべ

て緑色l l,･Wである。

製作進榊を検,'l'!できなかったのが残念であるが､地区

ごとのII I1 ,  |21! iを兇てみると、N-7区が17点と最も多

く、次いで0 -71Xが1 1 j , ' ､ ! ､ U - 4 1 ﾒが10点となってい

る｡概観すると、NⅨとOⅨに,'li, Iz1I1のピークがあり､や

や剛れたQⅨとuⅨにも雌'|'してIIII , |Lた地Ⅸがある。

、|えlili形の特徴から火きく三つにタイプに分顛し、さら

に鼎|||かい分弧も!iJ(みた｡なお､!i 1･il1lli1'!齢については表5

を参11<(いただきたい。

A､lz l i l i ) |がl1;二角j|に近いもの(1～33)。

B 一:呼辺 Jfl形を',!するもの(34～101)｡これを､両

紘が広がるもの(24～67)①と広がらないもの(68～

101)②にﾎII|分する。

C  IJII雌形を!,Lするもの(102～128) ｡

(16 )砥石(第46図～第47図 図版16）

砥イi (j<1i;l1れたものや衣li'iが一部利航したものなどを

含めると､ ! ; ' 2 3点 I I I I , | Lた｡そのうち14点を掲載した｡ｲ i

材は砂ｷ ! fのほか､文I I I I I 1花間府がほとんどである。このな

かで､肌ぎlr l iにl～4条のi , 'fiをｲl .するものもある(6,

8）｡12はイ『の幟｣'一がやや111く、州liKぎまたは｢|-!砥ぎ川と

して利川されたものと痔えられる｡そのほかは'二Iが細か

く、11:|鳥げに使われたものと号えられる。

(17)石錘(第48図 図版16）

計13点,'l1,上し、9ﾉ､'､(を褐｜戒した。9のｲl満ｲi繩以外はす

べて上ドl,lj端を11ち欠いたものである。喰さは約209 ̅

103 9の純川内で､209台のものがif体をなす。

(18)磨製石剣(第49図 図版16）

l～3は l蒋製ｲ旗 | |の破 l 1 , ･である。 lは ﾒ j ,祁で､伽が兄ら

れる｡ll'ijは4.0cmで､111j:さは0.8clllと帷定される◎断lhi形は菱

形を呈する。2は､イi剣の｣ IL , ､ i fl ;である｡小1,1色を呈した砂

岩質からなる。｣1L部には1つllIl: if 5 ''''''の穿孔が施されて

いる。- ･辺はﾒ ﾉ部と忠われ光が iWくなっているが､もう一

辺はIJi:「狭れたi|j分があり、ﾒﾉ部は形成されていない．3

は人捌のイi f1l ji"|;であり、IIIMはl1& Jt7.5cI11､I1I1:さは2.4cI11を

測る｡緑色の＃,'il1〃卜製で､fliliに川l綱典が|ﾘ111*に兄える。

｣,f部_上部には映りがある。かなりli人なイ伽llになると思

われる。

(19)玉類(第50図）

調剤Xからは玉弧が3 j ､ I , ( I I I I ! | ルた ･ lは破杣した管Eで

ある｡緑色をIILしたli1いイiである｡ll'l:ifは惟定8Ⅲmで､l'l'j方

向から穿孔されたことが分かる。2はI欲'【'『のイiでできたl《

である｡実測IXl l i Ix Iのli l iが､|えらになっている。､li l i l i形はい

びつな｢11形で､I111: ifは雌人l .3cI11である。3は勾玉である。

ｲ̅iは戦質で､色,洲は緑がかった"〈色を!,!する。腫さは2.2

cm､II1冊は1.5cm､1111:さは5 111Ⅲをi11llる｡孔はl,ljl1lllから穿ってあ

り、l1'l:征は4. 5 111111である。
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第 3 表 打 製 石 鑛 計 測 一 覧 表

第 4 表 磨 製 石 鑛 完 成 品 計 測 一 覧 表
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第 5 表 磨 製 石 鑛 未 製 品 計 測 値 等 一 覧 表 (単位:長さ､幅､厚さ ; cm 菫さ ;g )
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第,1節歴史| | ､↑代

( 1 )住居跡

①1号住居跡(第51～52図図版5､図版10）

（)-6，71x及びP -6 ､7区で枕I I I I ,された｡ l i J I ' } ' | 1央

i 'fl jは､1 .0m×0.56mの災〃形の｜亘坑にUjられている。長

辺が5.6m､純辺が4.7mの腱/"|ジプランのI MI HI!j l 'で､腔辺

の!lilllは1ノリ北|几i-束Ifj火をli'lく。ILill lll雌沿いにカマドを持

ちjii穴と思われるピットを'|1央やや束側でlj,§検,' l ' ,し

たが ､そのほかの椛穴は l i l 秘できなかった。

IV1!i# tli'iよりやや卜.1'['iで検,Ⅲ'され､IV I'ii1に比べややlli!i

( ､lli|i褐色土が｣'l!まっていた｡粒状の焼'3や"&化物の少し

含む｡検,l l ' , l i l iから床而までの深さは1()～20cl l lで､) ' I Ifはほ

ぼ雁IIII:に立ちあがる｡床liliはかなりli胆化しており、ほぼ

企|川に仙化liliは広がる。

進物は､WI(､腕､坏､坏蒜が!'li! |こした。l～4は| :illli柵の

W I ( または誰の l l 縁 部である。 5は弧忠器の坏維である

が､｜｜緑端部がl｣,1 1状に突き,'llている。またつまみの部

分は ､故意に I . I ち欠かれたのではなかろうか ｡少 I ! i の液

体を洲めるⅢのような役 i i f 1が想定される。6～8は弧忠

坏で、6は,l.li台の|ﾉ1miに段がつく。

②2号住居跡(第53図 図版5）

M-7及びN-7区で検 I ' | I Iした｡ I I J I ' ; の北叩門 l iのみの

検!'l',のため､ルJ脱は不|ﾘlである。Ⅳj'i!jをl1111りこんでおり、

ややⅡiliい色,洲のlli,『褐色_l:が唯値していた｡検,'l', l il iから床

liliまでの深さは約20cI11で､li山化riliはliWIWできなかった。

また床1mには|' 111'i lZが-部鮠1 |-!して検,'l',された。

辿物はW I ( ま たは難 ( 1 ) と 弧恵器の坏 ( 2 ) だ けで非術

に少ない。

③3号住居跡(第54～55図図版5､図版10）

I ｣ - 7 , 8 K 及 び M - 7 , 8 Ⅸ で 柚 , ' l ' , し た ◎ 睦 辺 が

5.7m､短辺が4.2mで､長方形を旱する｡l iil,'|中央部から|打

Ⅲ||は後lllのカクランにあっており、その｣ll! lzはl cI '] iflの

小イiや小片の|: M%1-' ,-そして焼lzと炭化物のﾈ1I{を含むlli l i

褐色＃, ' i - l皇層であった｡非淋に鮎性があり、しまった’二で

ある。1VI '沖で検II I I Iされ､そこから床|川までの深さは､20̅

30cⅢである｡IV l'i'iに比べ#'i: ｢lli'i( ､lli&f褐色lzが堆賊してい

たが､-'二の差災の､ll別がつきにくく、検III1,に苦しんだ｡住

1,1"< li'iはほぼ､''一川で､ほとんど伽化していない。

辿物はMII I冊ではWI(や坏が(1～1．6)､抽忠器では

坏､腕､|1liililiM( 5，7～9)がII|1,  lxした。このほかにも流

れ込みと牙えられる繩文時代や弥ﾉIZII､↑代の進物が,'l ' ,  |

している、

(2 )溝状遺構(第5図）

I - I - 9 及 び 1 - 9 Ⅸで検出した ｡ Ⅳ層に州 I I り こんで ､ l l l

l ' i ! iが唯杖する｡||I冊は約40cmで､検,'l ' , l i l iから庇liliまでの深さ

は1 2 cil1であった｡{i崎』できた踵さは､7.85mである。

遺物は特になかったが､検ll', liliのl'i'#序とそのj'l!土から1:'l

IM｢して､脈山ll､↑代の世l,'''iと判|11｢した。

(3)遺構に伴わない遺物(土師器､須恵器)(第56図図版10）

lll l輔及びIV IIil# _l :l'i'jから,'l1, Lした。

l～3は灘､またはWIIのに|縁祁である。2は|ﾉ､l器而にヘ

ラケズリを施す。1～9は上l'lili lll+坏である。'1は雌化赤鉄

鉱粕を含むllfi l弓で､lill l il iにナデ洲幣を施す｡しかし､焼成は

あまりよくなく、つくりも雑な|11象を受ける。5も4と|' il

じllfi lxで､焼成もあまりよくない｡l'ljl# liliともナデの狼が

兇える｡つくりは111い｡ヘラ切り後､亦彩したものと思わ

れ､部分的にリド形が残っている。6は焼成が悠く、,洲整等は

ｲ《Iﾘ1．4，5と|,ilじくll俊化"f鉄鉱1<i'/を含む胎|:である。7は

|氏 l i l iを除くすべての器l i l iにヘラミガキを施す｡焼成は良好

である。8は焼成があまりよくなく、つくりの111い坏であ

る｡|ﾉ1 MI+liliにナデの後をlﾘ順に残している。また､色誹lが|ﾉ1

WMImは浅此帷色で､外はl火仁l色とl'l'j liliで異なる。9は庇,1j

と休部の｣ﾘIにAしみをl､Ijち､'二l縁部|端に浅い段を持つ坏で

ある｡外器liii､|ﾉ1器I(Iiともにヘラミガキが施されている。

10は深さがほとんどない坏維で､ﾉⅡ,1,|えなつまみを1､¥つ。

11はやや深い坏器で､擬'i<珠形のつまみを持つ｡12は弧忠

器の壷l1絲郁で､外器liliには平↑｣茜タタキll文､|ﾉ1冊面には

|, il心|̅' lのタタキ'二|が兄える。13～20は須IL(M+の坏である。

13は高向の底l i l iがわずかにくぼむ｡14は高台が底部端に|､｜

き､|ﾎ l r l i l i形がほぼ|几|ｲ l形を呈する｡焼成がよくないため|人1

HI+ li'iの色! 1IIilは浅萸俺色である。15は,刑台がとれている。16

̅19は i ‘ j台を持たないタイプのものである｡16は底部が1 ' j J :

く、器|'|体も111い･外器liliにナデを施す｡17は|ﾉ､l､外器iiliと

もにナデを施す ｡ 1 8はやや深さがあり ､底部と休部の暁に

ﾒしみを持つ｡ナデi洲幣｡19は両器lh iともにナデを施す｡2( )は

深みのある小jIﾘの枕で､庇,祁からlll'ili'il1 11､卜にかけて直線に

広がり、l1緑(|jややr･ liilから淵:「|ﾉ1湾する｡l'lj MM Iiliともナ

デル' i l整が施されている｡焼成は良好である。
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第 7 表 古 代 土 器 観 察 表 一 覧 表
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|xl-NI） , I | ' , け 山 ﾉ , ! ､ （ 層 ､ 番 号 。 器 仰 I ｜ i f 色 , 淵 H l l c 調 轄 ､ そ の 他
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５
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1 リ ー l i 2 l , ' 杣 ! 〃 2 9 ． 2 帷 色M 1 1 i カ メ H u e 2 ､ 5 Y R 6 / 6 、 ス ス | ､ l ｲ ' ；

ヒ ル | i カ メ 帷 色l 〃 - 1 i J , ' } 跡 1 5 ． 2 H u e 2 ､ 5 Y R 7 / 6

ヒ 帥 カ メ 帷 色l 〃 - i i J , ' } 跡 1 6 . ( ） H u 〔 P 5 Y R 6 / 6

M 1 | i カ メ 椎 色1 〃 ･ l i J l 1 糊 ｛ 2 5 . ( ） H u ( ､ 2 . 5 Y R 6 / 8

1 り ･ 化 1 , 1 } 跡 P - 3 9 伽 と （ 坏 維 1 2 ． 6 I - I u e l ( ) B G 2 / 1，1i1,1,L色

1 〃 ･ i i ﾐ 1 , 1 } 跡 P - 1 6 弧 忠 腕 1 2 ． 0 I l i ‘ 『 1 ¥ l 火 色 I - I u e 5 B 3 / 1

1 〃 ･ I i J , ! ; 跡 P - 3 5 蝋 血 椀 一 に ぶ い 黄 俺 色 H u e l O Ⅵ 1 7 / 3 ナ デ

1 り ･ i i J ‘ ' } 跡 P - 2 9 」 ｲ 、 1 5 ． 8 1 火 ' ' 1 世 H u e 7 ､ 5 Y 7 / 2 - ナ デ 、

2 り P - 1 6 川 l カ メ 2 2 ． 6 に ぶ い 帷 色 I - I u e l O Y R 6 / 4 ハケ、 ナ テ

2 り ･ l i J ！ ! ｝ 跡 W一h1i                          l().21火色 I-Ille5Y5/1

｜ を | ‘ ' ' ' 1 P - 7 43 り 1 i l 1 I ' l I l l j     P - 7 4 2 2 . ( ） H u ( ､ 5 Y R 6 / 8 ナ デ、 ヘラ ケ ズ リ 、 モ ミ リ ｣ ' 〔 あ り

｜ 川 l カ メ 渋 j l l i 嫌 色3 り 1 i J I 【 ｝ l ' ' 〃 2 1 ． 4 I - I u e 7 ､ 5 Y R 8 / 3 ハ ケ 、 ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

3 り ･ l i J I ' 1 1 , ' ハ 2 2 . ( ） I 火 | ' | 色’ ' ' ' ' ' 1 カ メ I - I l l e 7 ､ 5 Y R 8 / 2 ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

3 り ･ l i J I 1 I l l W 2 2 . ( ）’ ． . ' ‘ ' ' ' 1 W ! （ 浅 fl l t 樋 世 I - I u e 7 , 5 Y R 8 / 3 ハ ケ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

3り･li伽!}跡 I I l I m I i M 1 0 ． 2 1 火 ' ' 1 世 I - I u c N 7 ／ ナ デ
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世 物 N ( 1 1 0 0 1 ～ 3 1 二 ' ' ' ' 1 カ メ 2 4 . ( ） に ぶ い 僚 色 H u e 7 ､ 5 Y R 7 / 4 ナ デ、 ヘラ ケ ズ リ

1 4 6 6 1 1 ' l l l i カ メ 1 8 - ( ） 柵 i 火 色 H l l c l ( ) Y R 4 ／ 1世 物 N u ヘ ラ ケ ズ リ

I 』 - 7 カ ク ラ ン l I i I 1 I j 1 ' 1 . 哩 ｜ 兜 - に ぶ い " 1 t 褐 色 H u e 5 Y R 4 / 3

世物Nn 2 1 1 1 1 ' ' ' ' ' 1 坏 1 2 ． 4 に ぶ い 帷 色 H u e 7 ､ 5 Y R 7 / 3

世物N(↓ 2 9 3 川 ' I l l i 坏 1 4 ． 6 浅 此 俺 色 H u e 7 , 5 Y R 8 / 4

過物N!』 3 9 6 1 川 1 坏 1 3 ． 8 械 色 H u e 5 Y R 7 / 8

一 括( ) - 7 1 州 l l i l l l l      1 5 . 0 に ぶ い 僚 色 H l l c 7 ､ 5 Y R 7 / 4 ヘラ ミ ガ キ、 ヘラ ケ ズ リ 、 ス ス | ､ | i ' 1

1 ) - 6 1 を | ､ I l l i 坏 1 5 ． 2 浅 蠅 < f 色 H l l e l ( ) Y R 8 / 3 ナ デ

l J I l l i 坏1 , l x - Ⅲ 層 1 7 ． 4 1 ﾘ l 赤 褐 色 I - I u e 5 Y R 5 / 6

M - 7 l 1 1 1 l i ' 1 i ” & I ： 坏 捲 1 3 ． 2 〃 〈 | ' | 色 I - I u c 5 Y 7 / 1

1 ， - 7 カ ク ラ ン I l i r j 加 忠 坏 維 1 6 ． 6 〃 〈 色 I - I u C N 6 ／

1 V 岬 ” & （ ′ ‘ | ' | f 1 1 ． 2 1 ， | 縦 l 色 l - I u c 7 ､ 5 Y R 3 / 1 タ タ キ
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1 1 1 1 稗 弧 I と （ 腕 1 4 . ( ） 樅 Ⅱ i ‘ 称 褐 色 H u e 2 、 5 Y R 2 / 2

弧 忠 ｜ Ⅲ 1 2 . ( ） } ｿ < l L I 色 H u e l ( ) Y R 7 / 1

f 1 ' 1 忠 坏 2 3 ． 4 1 火 ' ' 1 色 H u G N 7 ／

弧 , I と （ 坏 1 3 . ( ） 1 火 l ' | 色 I - I u e 7 ､ 5 Y 7 / 1

ﾁ ! 『 1 J と （ ｣ ･ ｲ 《 1 2 . 2 I 火 色 H u ( P 5 Y 6 / 1

弧 , ' 4 （ 枕 l ( ) . 4 1 火 色 H u e 5 Y 5 / 1
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第 5 章 科 学 分 析
|伽辿辿跡から出土した炭化|; l '1 i物辿体について

北海通人'γ:j'l!llit文化111,洲介雫 椿ガズ恭代

(1)遺跡の概要

luih! j i i ' !梅迫遺跡(うめさこいせき）

）ﾘ『ｲf地 熊本県l l lliEIli人'i訓戒'f松の木原(まつのきばる）

1洲介主体 熊本ﾘ｢lI I IME'l i "fi委幽公

jui!jの年代 繩文||､↑代後1ﾘ|､I川《ﾉlill､1代｢|' !W1，

1li代(､'た'如l､'『代）

検II I IIjlil;i'!f 住居跡3j,§､炎l'113 ｣,l§､jII!"2Jf

(2)扱った資料

今|' ililil､'されてきた資料は､総激10点である｡資料は,li

代のl iil附跡の床下からと､繩文li､↑代後!！'の深鉢の底部のlz

MI+1 11-が1,Iう、ほぼ|'1形を!!!するピッ|､'|'から|ﾉﾐ1111↓で兇える

炭化辿物を採取したものである。これらの資料を水進水で

洗沖し|'|然'iiZ燥後､実体1,11"!微純で慨察､批影を行った｡検,!|1,

さ れた仰 f については第 8衣に , パしておいた。

( 3 ) 検出された炭化種子

モモPrunus persica  (L. ) Batsch; ( N版-1，2)
lり-I IJI'+跡床下からモモの核が2札検出されている｡IIII,

| JII !"iはIﾘlらかに竪穴{iil11 |柵築以liilを示しているのだが、

発仙IWl 1,11者は､この仇1!1+h!卯のｲ|:･代とモモの,'l',上屑準とのl,'ll

にどのくらいI1ｷ間鑛があるのか､ l i n組できなかったという。

｜､x Iでも分かるように､核の大きさに栄がある｡形態は|11

形またはやや梢円形で､一端に '従 'Ⅱ部がある｡核表 l i l iの椛

造は<や満のある、ごく・般的な形態を示す｡門l･illll il'IIは1

-及さ19.01 HI111､ll1l!1 17.78ⅢⅢ､1'jj:さ13.77mm、2-長さ24. 73 111111、

llll,l 19.7 1ⅢⅢ､I¥:さ13. 15111111･この人きさから見るとil,il ll )"||

(il,il ll : 1998,205- 206)のいう,li代のものに近い。

ブナ科砠YAGACEAE (1'xI版-3、T- 5pitlから,'l', |え｡|､xI

IW- 4、T- 5pit2から,'l',  |.)

小)111の辿椛C-pit lには､年代の指楪となる遺物が1，卜IIII｢され

ていない｡ここからはブナド| I AGAC EAEの子轆部分の破

l!,介めてほぼ形態の観察''1能な采'jきが4粒検出されている。

・ﾉﾉ.T- 5pil2からは繩文ll､↑代後!！'の深鉢底部が,'l', |xし、

繩文||､↑代後!＃lに作られたものと帷定されているが､ここか

らもブナ科FAGACEAEのj'･雌が1札検,'l',された。f蛇の人

きさと形態の特徴からはコナラ脈Que'℃u sL.に分弧できる。

コナラl,'(QuercusLには、イチイガシQuel-cus gilva

Blume､アラカシQue'℃LIs glauca Thunb.などがある。しか

し ､炭化による箇料のダメージが入きいので ､仰までの分

弧はｲ《'1｣能であった｡1i li!1llil''iは3-長さ11.34mⅢ､ll11,1 1O.04

Ⅲ111，4-促さ13.3 8 111 111､'|'l,110.35 111 '11である。

引 用 文 献

1998  MHI美ｲll;lll-li辿跡IIII地IXII|1! |この大型|1''i物辿休､｢|||

|皇辿跡ll1 l-地Ⅸの, 11'il介一|｣,↓逆ルUf"確線間迎1淵介'服i'i!II II｣','j1

1ｶMIi↓救育委員公 204-2()8

第 8 表 梅 迫 遺 跡 出 土 炭 化 植 物 遺 体 表

梅 迫 遺 跡 出 土 炭 化 種 子

- 7 気 -
ノ ー 〃

4

1

3

北
-
１

遺構名 植 物 遺 体 備考
1別iと サクラl‘J1（モモ核）粕 ､|え'典||､↑代

2 1号'1 サ ク ラ 価 （ モ モ 核 ） 粕 ､|え'如､↑代
３ C-pitl ブナ科（粕）

41C-pitl ブナイ1（肺）

51Cpit］ ブナイ1（粕）
6 C-pitl ブナf1（11｢）
７ C-pitl ブナ科（)'1･）
8 C-pitl ブナ科（)'i-）
9 C-pitl ブナ科（11,）
1(） C-pit2 ブナイ:|（ﾈ'1/） 繩文後1ﾘ’



第 6 章 ま と め
今''1|の1洲在では､繩文1l､↑代陵1ﾘ|から117代までの迪榊の

検IIII1､進物の出土があった｡||､1;代ごとで間iiiなまとめをil:

う。

(1)縄文時代

①土器､埋甕について

この||寺代の過榊として､｣I1!fi[2 11Lを険I!l'!した。2J{Iとも

御11I htの深鉢で､2り-j'|1錐については浅鉢で雑がされて

いた｡そのほか､ピ､ソトを多激械,'l',したが､辿物がないた

め､ l l ､↑代が､ l l別できるものが少なかった。しかし､T-5

区で検 , I I I された2つのピ ､ソトからは炭化したブナの ' I i

f-がILII ,  |君し､そのうち一つからは深鉢の底部が此'､|〈し

た。

,1II1介Ⅸから,'l', |Lた｜器は､人郎辿式から,{i1W I式ま

での浅林､深鉢､注lllも器が,'l'!  |Lた｡ほとんどが破I!,･

で､企体の形をj< | |ることのできるものは無かった｡､ l l y l l

できたt器を､様式ごと,'l',  |z*で兄てみると､,鳥l1 ' l li(Jlb

が j IAも i i ; 1合が向く、以|､は i " l l l式､人郎辿式､御↑ルヒ、

ノ〈城式､古閑式の1I11であった。｜淵+の,'l ' ,土だけで述べる

のは!腿だ危|晩ではあるが､慨してに『うと､烏l,' I Ij!｣U91に

-つのピークをみることができる。

②土偶､動物形士製品について

、1111､fの祭祀を考えるうえでjlt rriな資料となる|xi,! l及

び'Z製IIn',が合わせて8，'､1,(IIII! |をした｡なかでも､動物をか

たどった土製品は､ﾉL州においても散点しか,il'1 tl"llがな

く、貨砺な発見となった｡わずかな洲杏 l i l i 枝にもかかわ

らず､これだけの数の| 1 , u lを , ' l i ｢ I Lたことは注| |に i l ' ' [す

る。それぞれの,' l j ,  t地,I , I , (を兇てみると、1点を除いてす

べての| zi,!Ⅲが洲査区の｣t､|4分からIIII I Izしている｡1,'『にK

-81Xが計3点と蝿|'した,'l', l三が見られる。

③その他

lz1氾の遺物のほか､イi器については､ｲ1製ｲi斧､イi脈、

イ I製 ｲ i庖丁と、 I枇の多少はあるが､糾作具と収稚典と吟

えられる遺物がIIIII土した｡このうち､｜1製ｲi斧は欠仙|IIIII

も含めて43点ILI｣, |をしており､その数は充＃lll i l i杜から吟え

るとかなりの数と ! i える。

これ以外に､|｣1盤状イi器､1群イi､岐石が10数ﾉ､I,(IIII1  |:L

た。また､王類も2点I I I I , | Lている。

以| ｪのように､集藩跡として ' | |断できる遺椛は柚 , ' l ' !さ

れなかったが､多壁の|:WI+1 !,やイi器､そのほか土i,'』、｜鞠1

など出-'1遺物は'IMI:1{iiiであった｡縄文Ⅱ､↑代後!Ulにおける叩

i異な集蒋跡である'1．能'|'|;を,|唆する､j!t rRな宙料を11卜る

ことができた。

( 2 )弥生時代

⑩甕棺蟇について

弥ﾉk時代''11ﾘ'の蝿柁堆が'3基検,'l',された｡そのll旧叶うに

ついて -号えてみたい ｡

2号、3リの'､割はW+形から兄てほぼ|, iljl診であり、/ノー

いの到誹'，{の1II1搾力liilも|! ilじである｡おそらくほぼ|, illl､剛，

に｣'l!非されたのであろう。

｜口1様に、妙ﾅ灘|1'i、5り甕柁もIril形で､j'l!稚〃li1lもほぼ

一緒である。この_二つの堂馴,iも|司II+ WIのものと号えられ

る。

亜梅して柚,'l',された9リー､11号､12号剴誹I'iについては、

堆峨の切合い| MI係をおさえることができなかったため、

前後 |鼻 | 係は ' ﾘ l 帷ではない ｡ただ " いの枕を削ることな

く、筒ﾉﾘ『に4 JII§もの誰11｡iを川峠していたことから、ﾉﾉ，

いの時 | ﾊ l 差はそれほどなかったのではないかと忠われ

る。

また、’り･灘1 ' iと9り.灘| ' iは ,皇斐が鉢、,､誰が難の糸Ⅱ

み合わせである。これらの鉢を見比べてみると、9）ﾉｰの

｜変の方が､鋤状l l"iifliがより発達し､先にi'l'びており、

こちらが後,'l',のものと思われる｡そこで次にﾉﾉ:いの|､.雛

を比べると、9リ誕椛|､誰は、，号下甕に比べ､器形がよ

りスマー|､で､l1林部が|ﾉ､11上Ⅱし､'二l縁祁|: l i l iがくぼんで

いる。さらに､底部は｜げ1氏がより発進し､川台に近づき

つつある。

まとめると、

< 1 > ( 4 " - ， 5り ) l l 縁端部がﾒしみを持つ｡雌人 i fが l l l ' i l

部 ' | '位かややI J , ' ' :

→〈2＞(2号、3〃･)’’緑端部が三角形をLI:Lする｡滋は小

ノⅡで岐大ifが!|' |,|ﾉ:やや12。

→<3＞(6>｝､8ｹﾉ-)l l縁端部が三角形｡誰は'|1ﾉ1！になり、

般人係が!|'i,[[やや|を｡瞳lllくなる。

→< , l > ( l } j -，7り･ ) I I緑端部が丸みのある三i ｲ ,形で l t l i l i

がややくぼむ｡岐人係がlll'il iWi_上位。

→〈5〉（9号｡､10り-) l l紘部がややIﾉ ,傾する｡灘の底部は

’二げ底から111:l1台へ変わる過渡期･

→〈6〉(11})､12り-) lll'ili0iliが災くなり、ll縁部は,ﾉ､ll上IIする。

- 7 6 -



誰は庇舟| ;が脚台となる。

という変遷が追える｡13リーについては|甕(燕)の器j|の

特徴から楠1-1 i l , i年のKl l c噸に､!1てはめたいと考える。

よって13号は_L記の<3>に1桜､11すると考える｡

､11世跡の甕柏墓は弥ﾉlill､↑代'|1 !9111il半(城の越式10I)に

始まり、I I I I I I後葉 (黒髪｜式)で終 ,喝を迎えたと考えられ

る。

誰'1.{の|児置を見てみると、ili-体でl'l!葬されたタイプ

(lリー、6)｝、7号､13 )j-)、2つが､'たi]農に並んでj11!葬され

たタイプ・2号-と3蹄、4り-と5リー)､櫻激の罐柁が つの

｣坊lﾘ『に雌!'!して川峠されたタイプ(9ﾘｰと11〃-と12)ﾉｰ）

の̅ ;辿りのタイプが兄受けられた｡これを先ほどのⅡ､↑代

ごとで兄てみると､ニダlll'l!作→iii.体j11!韓→集中叩搾とい

う変遷をたどることができる。来たして ､当世跡だけの

|上1' l l r i lなのか､それとももう少しlム純|i l lにわたるのか､こ

のわずかな1沸l査純| !|1だけでは､|<'l l11『できないが､今後の, il,'il

作の符 | |点としたい。

また､今 lp Iの洲介で検, I I 1 ,された変柁某はすべて小児川

の小咄の斐笄が仙川されていた｡ ､ ! 1地方でも須玖式の人

)Ⅲ誰柁のｲr在は陥泌されているが､､ ' i地点でなぜ人ﾉﾘ1灘

|1 ' iが仙川されなかったのか､駁| ﾊ lが残った。

②磨製石鍼製作について

今'1'|の調卉で合計128ﾉ.'i(にのぼる購製石雛未製IIIIIIのほ

か､人竝の緑色111岩111-が!'l ' , |:した｡このほか､形を幣える

ために使われたと考えられる枠状の,岐打具や､1 l11 1から

| |の糸l l lかいものまでのl i l (イ iが数多く見つかっている。

イi雛の石材人手については､､11通跡から直線h!| j肌で北

火ﾉﾉ̅li'lに約3kmにある､彦"iのふもとの緑色片粁塊辮蚊

i.1jが||"l i i地に挙げられる("11,xIt〃)。(ｲ｣材鮒疋をし

ていただいた占家先ﾉ l iのご数 , l〈による)理化学的なイ i材

鮒定は1丁っていないが､|/1111↓観察ではl'1様のものと思わ

れる。米製,',,!,のイi材が緑色11｢Wだけに限られているこ

と、さらに緑色片粁l ! ｢が多| , iに I I I I 1 | Lていることから号

えても、これらの ｲ I 材は彦陪の樵Ⅲ部から人丁した ' 1能

|ゾ|;が強い。

|､xIを掲,|世していないが､lﾘWと琴えられる壺さl kgl1,1

度の緑色片才'I塊(長制llく、ilがとれて丸みを帯びている）

が1点 , ' l ' , 土している。わずか l j , 1 , (であるが､この塊だけ

からでも111当数の祠l ' , ･を i l ﾄることができるであろう。

以'2のことから、､'1 " '卯は隣製ｲi雛製作遺跡である1 1l .

能性が強い。I JII!としては、1kg程度の緑色片才!f塊を持

ち込み､端i; l1から'ﾉ'芭成までの一連の作業を-11Iしてi｣贄っ

たことが岨定される。

さて､未製IIIIIIの人|,!の,'l'!  |数に対して､完成IIIIIIの激は

それほど多くない。もちろんイ i雛は ､戦いの場合は別と

して､集蒋 | ﾉ 1で洲f ' iされるものではない｡作られたイ i雛

は ､ l L I 集落の人々が i i ! 恢した場合と ､他の雌蒋に供給し

た場合の2つの' II-能jI'|§が号えられるが､今|1 'lはこのi,''11 1u

を｢ﾘlらかにできるほど､近隣の胖製ｲi撒の,'li,  I"11は多く

ない｡市|ﾉ1での騰製ｲi",'l'1 -k地は､'|1IE ̅|,･脈辿跡の郷11,{

内の1点と〃1采|||火Ij(辿跡1111, |芸の甕柚ﾉ1の6j!I､(､,､#i,';j辿

跡の誕棺|ﾉ1点の3 1111にすぎない｡方保RIIIII1 l2のイi雛を,健

児したが､石I ; ｲが|ﾘ lらかに災なっていた｡今後､さらに, ' l 1 ,

-k数が墹えることを!！'↑､'jしたい。

また､今l' 'lの,洲介では碓念ながら製作跡と思われる辿

枇を検, ' l ' ,することはできなかった｡弥ﾉ l i時代後1ﾘ |のイi冊

製作道h!〃として1<||られるli''l鰊地方の谷皿追跡や,l.5111 1"ド

ウ遺跡では竪ｿ,<1 IJI'}|ﾉ1でl僻製石鰄が製作されたことが

確認されている。今後 | ! ' i l 辺を洲査することがあるなら

ば､このような製作進州I''iが{i崎忽される｜ﾘ能,|vI2がある。

③その他の遺構

弥生'1寺代のもう一つの進椛として､縦に糸|||及い及ﾉﾉ形

のl乞坑を検,' l',した( J Ix: IJ)t)｡ll]Mの狭さからl iil,!}跡とし

て取り扱うには託|ﾊ jが残る。, ' 1 i , | z遺物も特徴は雌いた

め､どのような'|′|州を持つ辿榊なのか､今後の畑llをi､'f

ちたい。

鞠 遺 物 に つ いて

!|'!!l､特に!|'!!l後､卜のl-.器が破片ながら翁柵椰,III,  |x

し､､!1地方の弥ﾉl i l l ､↑代'| ' ! ﾘ |の土附様相を知る良好な涜料

を得た｡11塗りの｜器もわずかではあるが,'l',  |をした｡こ

れらは変椋栄とI MI係した祭'litl的な遺物と号えられる。

このほか注IIされるイi器として､磨製ｲi斧のほか人ﾉ則

の石庖I､人咽の|鮮製イi剣111･が111Haした。､[1地ﾉﾉ･ではIIII1

|乏例の少ない世物である｡特に､G-9 1Xi'l', |2の人ﾉﾄﾘﾙ

製(ijﾐ||片(ID<|4()- 3 )は､これまでのILI, |"llの'|'でもかな

り人型の部弧に入るものと思われる。

(3 )古代

，{｢代の遺物は、8111:紀後､|ちから9 11t紀初ﾘI1にかけてのlz

器が-i三体となる。このなかでも’｜をリ|く遺物が､I I IIE'lilﾉ1

フ ヴ
ノ ノ



において2例|｜となる|11面脱である。

lll lﾘⅡの岬辿的雌境の!､; ' iでも触れたが､この地はilt令||､'『代

の｢I I IIWI|蹄郷'副|I(おどりごう)(のち1戯坏'llIII) ｣ |ﾉ､lと号え

られている｡jWI皇も小川↓|I11 (おどりまち）という雌淵が残っ

ていて､その助 j ﾘ↑が政淌的 ' ' ' 心地ではないかと．般的に豚

えられてきた。(小蝸lll 1は､当辿h!〃の火11 1llの11 ll!i川沿j14に

あって､1,'illjllは条｣:II1II1〃とされている水111が｝占がる）しかし、
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正誤表

『梅迫遺跡』　山鹿市文化財調査報告書　第16集　熊本県山鹿市教育委員会2004年　
県道和仁山鹿線道路拡幅工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

頁 左右 誤 正

8 右 26 行 肥後国主佐々成正と 肥後国主佐々成政と

9 右 32 行 2号埋甕は調査区G-9区で確認された。 2号埋甕は調査区F-9区で確認された。

12 第5 図 （図中　F-9内）2号甕棺 2号埋甕

13 28 行 （1）土器（第9～14図　図版3、11～12） （1）土器（第9～14図　図版6、11）

20 左 1 行 鳥居原式土器(第9～13図1～2、5、18、 鳥居原式土器(第9～13図1～2、5、12、18、

20 右 7 行 深鉢（3、11、78、84） 深鉢（3、7、9～11、78、84）

21 左 5 行 深鉢（85～88） 深鉢（4、6、85～88）

25 左 40 行 Ｔ-4区で検出された。 Ｔ-5区で検出された。

27 右 30 行 P-4、5区の境付近で P-5、6区の境付近で

33 左 5 行 N-5区で検出された。 N-6区で検出された。

34 第 # 図 （スケール目盛の数値）  　0　　　1m 0　　　2m

41 左 35 行 (4)壺(第28～29図55～65） (4)壺(第28～29図52、55～65）

41 左 38 行 内傾するもの（57）。 内傾するもの（56）。

41 左 39 行 平坦のもの（58）。 平坦なもの（57）。

41 右 1 行 （59、60）がある。 （58、59）がある。

41 右 2 行 胴部　51は小型の壷の下半部と思われる。 胴部　52は小型の壷の下半部と思われる。

41 右

42 第2 表 （表の見出し）挿図 削除

42 第2 表 2 口径：36.0 口径：26.4

42 第2 表 5 出土地点：L-8 出土地点：　I-8

42 第2 表 14 口径：21.6 口径：26.4　

42 第2 表 16 口径：15.0 口径：26.0　

42 第2 表 44 器種：壷 器種：（祭祀用）甕

42 第2 表 45 器種：壷 器種：（祭祀用）甕

42 第2 表 46 器種：壷 器種：（祭祀用）甕

42 第2 表 47 器種：壷 器種：（小型）甕

42 第2 表 50 部位：ほぼ完形 部位：底部欠

42 第2 表 56 口径：20.6 口径：23.1　

42 第2 表 66 口径：16.0 口径：22.4

42 第2 表 68 口径：9.3 口径：20.8　

42 第2 表 70 部位：脚 部位：脚部

42 第2 表 72 部位：ほぼ完形 部位：上端欠

42 第2 表 73 部位：ほぼ完形 部位：上端欠

42 第2 表 74 完形 部位：上端欠

43 右 2 行 2～6は敲打具として 2～7は敲打具として

44 右 2 行 2～6の石器は､ 2～7の石器は、

55 左 2 行 両縁が広がるもの（24～67） 両縁が広がるもの（34～67）

55 右 2 行 (17)石錘（第48図　図版16） (17)石錘(第48図　図版14）

23・24行

行・図番

最小径部が中位のあるものと（72、75）、上半部にあ
るものの（73,74）2つのタイプがある。73はやや細身
で、

最小径部が中位にあるものと（73、74）、上半部にあるものの
（72,75）2つのタイプがある。72はやや細身で、



正誤表

『梅迫遺跡』　山鹿市文化財調査報告書　第16集　熊本県山鹿市教育委員会2004年　
県道和仁山鹿線道路拡幅工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

頁 左右 誤 正行・図番

57 第3 表 20 出土地点　M-7　 出土地点 N-7 

61 第5 表 49 長さ:3.8　幅:2.4　厚さ:0.2　重さ:5.0 長さ:4.3　幅:3.0　厚さ:0.5　重さ:8.7

61 第5 表 80 長さ:3.1　幅:2.0　その他:空欄 長さ:3.4　幅:2.1 　その他:切先欠損

61 第5 表 81 その他:切先欠損 その他:(欠損はないため)削除

66 第6 表 図番号記載漏れ

66 第6 表 3 （第32図3　打製石斧）長さ:13.6 長さ:14.2

66 第6 表 4 （打製石斧）　 長さ:13.1 長さ:15.0

66 第6 表 9 （円盤状石器） 幅:13.6 幅:8.7

66 第6 表 7 （磨製石斧）　 長さ:5.0  その他:今山産？ 長さ:4.2　　その他:今山産？、刃部のみ

66 第6 表 12

66 第6 表 13 （磨製石庖丁） 出土地区:P-6 出土地区:G-9

長さ:11.0 　幅:5.0 　厚さ:0.6 長さ:19.2 　幅:5.5 　厚さ:0.5

67 左 19 行 6～8は須恵器の坏で、…段がつく。 6，8は須恵器の坏で、…段がつく。7は土師器の坏である。

73 第56 図 3 （甕が52図4と同一遺物であった） （56図3を削除）

74 器種:須恵　椀 器種:土師　椀

74 器種:坏 器種:須恵　坏

74 （56図3の遺物が52図4と重複して掲載） （56図3を削除）

74 口径:23.4 口径:13.6

76 右 17 行 一箇所に4基もの 一箇所に3基もの

77 右 11 行 南島遺跡の甕棺内点の3例に 南島遺跡の甕棺内の3例に

77 右 G-9区出土の大型磨製石剣片（図40-3） I-9区出土の大型磨製石剣片（図49-3）

86 図○-○ 第9図3

89 11号甕棺；上 9号甕棺；上図版　9

図版6　右上

第7表　52-7

第7表　55-8

第7表　56-3

第7表　56-17

34・35行

上段から1～9（石匙～打製石鎌）:第31図、
1～6（打製石斧）:第32図、
7～11（打製石斧）:第33図、
12～15（打製石斧）:第34図、
1～4（十字形石器？～円盤状石器）:第35図、
5～9（円盤状石器）:第36図、
1～8（凹石～磨石）:第37図、
1～7（磨製石斧）:第38図、
8～13（扁平磨製石斧～磨製石庖丁）:第39図、
1～7（磨製石斧未製品～敲石）:第40図、
1～8（砥石）:第46図、
9～14（砥石）:第47図、
1～3（磨製石剣）:第49図　　※第48図は表に記載漏れ

（磨製石庖丁）出土地区:G-9　長さ:19.4 　幅:5.5 　厚
さ:0.5

出土地区:P-6　　長さ:11.0 　幅:5.0 　厚さ:0.6 



文化財調査報告の電子書籍の末尾に挿入する奥付 

 

 

この電子書籍は、『山鹿市文化財調査報告書第 16 集 梅迫遺跡』を底本として作

成しました。閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本か

ら引用してください。 

底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図書

館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用方法は、

直接、各施設にお問い合わせください。 

なお、平成 17 年（2005）に山鹿市、鹿北町、菊鹿町、鹿本町、鹿央町が合併し山

鹿市となりました。調査記録及び出土遺物は、山鹿市教育委員会が保管しています。 
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